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1.まえがき

海外農業開発コンサルタンツ協会はフィリピン共和国における農業農村開発に関

する現地調査及び資料収集のために､ 1993年4月27日より5月12日までプドジュクトフア

インディング調査団を派遣した｡

団長/藩就

農村施設

農業経済

派遣調査団は以下の3名より構成されている｡

山本祐司 日本工営株式会社

河原弘行 日本工営株式会社

深坂友一 日本工営株式会社

調査団はフィリピン国政府の依頼により､ (1)農業生産重点指定地区生産流通総合

開発計画､ (2)作物流通および市場情報整備計画調査の2件に対して､以下の各州の代表

的地区を踏査した｡

1 )農業生産重点指定地区生産流通総合開発計画

パンガシナン州(アギラール郡の稲作指定地区)

南カマリネス州(オカンポン郡のトウモロコシ生産指定地区)

東ネグロス州(タヤサン郡商品作物生産指定地区)

2 )作物流通および市場情報整備計画調査

パンガシナン州(州東部食糧庁施設､民間施設)

イサベラ州 (食糧庁地方事務所および施設/サンチャゴ､北部ルソン穀物

調製貯蔵施設/エチャゲ､農協施設/サンチャゴ､カワヤン)

ヌエバエシハ州(食糧庁地方事務所および施設/カバナツアン､民間農協へ貸

与された食糧庁施設/ムニオス)

さらに調査団は上記計画に関する各種資料および情報の収集を行うとともに､窺

地政府関係者､農協組合員との協議を行なった｡本報告書は､上記の計画に関する現地

踏査および討議の結果を取りまとめたものである｡

尚､本調査を行なうに当たり､調査団は､フィリピン国政府関係機関､掛こ受け

入れ窓口である農業省(DA)政策計画局次官Mr.Femandesをはじめ､計画評価部長Mr.

vma､農業開発援助調整事務所のMs.Astillaのご協力を頂き､業務を円滑に遂行すること

が出来た｡又､今回の調査を行なうにあたっては､在フィリピン回目本大使館､ならび

に､ DAのJICA派遣専門家の佐分利専門家､長岡専門家､国家潅概庁の石田専門家に多

大なる助言とご協力を頂いた｡これらの方々に対し深甚なる謝意を表する次第である｡

平成5年11月

フィリピン共和国

プロジェクトファインデイング調査団長

山本裕司
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2.計画の背景

2.1フィリピン共和国の概要

(1)国土･気候

フィリピン共和国は約7,000の島々よりなる｡経国土面積は約30万km2であり､最

も大きいルソン島とミンダナオ島でその3分の2を占めている｡平地面積は国土全体の

約35%を占める｡フィリピンは四方を海に囲まれ､海が群島内に入り込んでいるために

高温多湿で､国全体の年平均気温は27℃､年平均降水量は2,500mmである｡

(2)人 口

1992年における総人口は約6,425万人と推定され､人口密度は約200人/km2である｡

また､最近10年間における年平均人口増加率は2.3%で､ 2000年の推定人口は7,520万

人とされているo 15才以上の就労可能人口は総人口の61.6%に相当する3,587万人と推

定されるが､実質雇用は就労可能人口の65%､約2,350万人に留まり､失業率は年々上

昇し､潜在的な失業者･完全失業者の存在が深刻な問題となっている｡人口増加

対策としての新たな雇用機会の創出は､政府にとって緊急の課題である｡

(3)社会経済

フィリピンの国民総生産(GNP)は､ 1992年で1兆3,700億ペソ(537億米ドル)､

一人当りGNPは21,323ペソ(836米ドル)である｡ 1992年7月のラモス政権発足後､景

気の回復が期待されたが､フィリピン経済は慢性的な電力不足を主因として､ 1992年の

実質国内総生産(GDP)成長率はマイナス0.04%と､ 1991年のマイナス0.1%に引き続き低

迷している｡

産業別には､農林水産業は前年比で0.9%減少したが､これは干魅を始めと

する自然災害により､農業生産の約2割を占める米(-5.8%)､トウモロコシ

(-2.9%)､砂糖キビ(-2.9%)といった主要産物に被害が生じたことが大きく影響し

ている｡

鉱工業生産部門は深刻な電力不足により､ 1992年も前年に引き続きマイナス成長

(-o.5%)を記涼したo断続的な停電は日常化し,生産活動は深刻な打撃を受け,長引く産

業低迷により､失業率は2ケタ台に達している｡一方､ GNPの42%を占めるサービス部

門は､対前年比o.8%増と辛うじてプラスとなった｡

- 2 -



表2.1主要マクロ経済指標

1988年 1989年 1990年 1991年 1992年 年平均成長率

(1988_92年

項目

国星塾生塾壁型
(1985年価格/10億ペソ)

地

(1985年価格/10億ペソ)

農林水産業

錠工業

サービス業

6523

658.5

155.3

232.5

270.7

△旦上進塵塵∠互出 5 ,87 2

一人当たりGNP
1985年価格/ペソ 11,109

時価/ペソ 13,542

時価/米ドル 642

689.7 7 16.8 722.6 727. I

698.4 715.1 712.0

160.O 160.6 162.2

251.6 256.1 250.2

286.8 298.4 300.I

6,010 6,148 6,287

1l,476 11,659 1l,494

15,205 17,510 20,059

700 720 731

皇墓室勉 9.6 9.2 9.4 10.5

2.8

712.3 (100.0) 2.0

160.8( 22.6) 0.9

249.0(35.0) l.7

302.5 (42.4) 2.8

6,425 2.3

ll,317 0.5

21,323 12.0

836 6.8

出典 :TheNationalAccounts of the Philippines, NSCB

全国の総世帯数は1,140万であり､一世帯当りの家族構成は平均5.3人である｡

フィリピンでは平均家族規模で月平均所得が2,700ペソ(1990年価格)以下の世

帯を貧困世帯と定義しているが､ 1961-1988年において､この貧困世帯数は330

万戸から520万戸に増加し､全世帯数に対する貧困世帯数の比率は49%に達して

いる｡

(4)農 業

農業は前中期国家開発計画期間中(1987-1991年)､年平均2.2%で成長している｡農業

部門はGDPの約23%を生産し､輸出額上位10品目のうち7品目を占め､給実労働力の45

%を雇用する実質上の基幹産業である｡ 1992年における総生産額は約418億ペソ.(1985年

価格)であり､品目別の農産物生産量及び生産額は下表に示すとおりであるo

表2.2 農産物生産量及び生産額(1992年)

品目 生産量

⊥

Ⅰ.作 物 9.868.2

米 841.1

生産額

'106ペソ

弘ユ堕ニ2

2,808.9

5,517.2

3,108.I

125.5

I,348.7

354.6

323.7

153.1

%

坦二皇

6.7

13.2

7.4

0.3

3.2

0.8

0.8

0.4

0.1

0.6

17.0

27.2

=->

ココナッツ

砂糖キビ
バナナ

パイナップル

コーヒー

マンゴ

タバコ

工芸作物
その他

ⅠⅠ.畜産

ⅡⅠ.水産

2,051.1

2,750.5

380.3

757.7

195.9

14.0

25.1

1.1 16.6

38.8 244.6

2812.8 7,124.9

532.9 1 1,37(～.5

601.2 9,295. 1 22._2

41.797.5 100.0全鼓⊥L_
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2.2 国家計画

(1)前中期国家開発計画(1987
-

1991年)の評価

1986年に制定された前中期国家開発計画(198711991年)は､貧困の撲滅､生産的

雇用の促進､社会的公正の確立､自立的経済成長の達成の4項目を目的に掲げ実施され

た｡計画では年率6.5%の国民総生産(GNP)の成長を目標としたが､計画初期の良好

な成長(1988年の7.2%)が後期まで持続せず(1991年の0.2%､ 1992年の1.2%) ､最終的
には期間中の成長は年率3.6%8こ留まった｡

新中期国家開発計画_ (1993-1998年)には､前計画期間中の低経済成長の原因とし

て､ 1991年8月のガルフ危機､先進工業国の経済成長の停滞等の外的要因とともに､国

内経済構造の虚弱性を指摘している｡さらに国内経済は､輸入依存構造､基本インフラ

の不備(特に電力等のエネルギー供給)
､貨幣および資本市場の未整備､不均衡な地域

開発による弊害を被ったとしている｡

(2)新中期計画(1933-1998年)の目的と目標

巨視的経済目的として新計画では､ (a)生産と雇用の持続的かつ広域的成長､ (b)価

格の安定､ (c)良好な国際収支の確立を掲げている｡民間企業に安定的かつ見通しのきく

経済環境を提供するために､国内経済の安定化を推進し､さらに国内経済構造の再編を､

全部門に国際競争力を持たせるために､以下のような手段を実行するとしている｡

a.財政政策の基本は､運営可能で協調性のある不足財政管理にもとづく歳入

および歳出計画の策定､健全な政府債務管理､明瞭性と責務の堅持に置く｡

b.通貨政策の基本は､過度の犠牲的生産と雇用を伴わない物価安定､融資手

続きの効率化､国内資金の調達を促進する資本市場の形成に置く｡

c.外交政策の基本は､堅調な国際収支の確立､貿易と資本形成の自由化の維

持､対外債務の削減に置く｡

d.経済政策の基本は､国際競争力の獲得のために､貿易自由化と関税施策の

改善の持続､インフラ投資の促進､人的資源-の投資の促進に置く｡

e.地域開発政策の基本は､首都圏偏重の政策と投資の是iEによる各地域の生
産と地理的利点の最大限の発現､地域間と地域内の社会経済的不均衡の是

正､地域の開発可能性と利点に沿った開発の推進､地域住民への生産資源

と社会福祉の供与促進に置く｡

- 4 -



新中期計画には､人口抑制､環境保全､政治の安定化､治安維持､効率的官僚組織

の形成等が､補足的戦略として提示されている｡

(3)巨視的経済目標

新中期計画では1993年から1998年の期間中､国民総生産(GNP)の年平均成長率の

目標として7.3%を設定している｡さらにGNPの期間中の成長率は､ 1993年の3.5%から

1998年には10.0%tこ増大するよう想定している｡

表2.3 新中期国家開発計画の目標

1993年1994年1995年1996年1997年1998年 年平均成長率

(1993-98*)⊥

3.5 6.5 7.5 8.0 8.5 10.0 7.3

項目

且丘盈生産虹迦巴

成長室勉

農林水産業

鉱工業

サービス業

二△呈左且!丑壁

(1992年価格/米ドル)

皇墓室勉

3.8 3.4 3.9 4.1 4.3

2.3 7.7 10.2 10.6 1 1.1

3.2 7.6 7.6 8.2 8.9

855 910 966 1,031 1,1 13

9.6 8.7 7,9 7.2 6.7

4.6

12.4

10.4

1
,220

6.3

4.0

9.1

7.7

7.4

7.7

Ll 1993年4月の修正目標値
出典: Medium Te皿Philippine Development Plan, 1993-1998

2.3 農業政策

農業部門は､ GDPの約23%､輸出総額の約60%を占める｡さらに労働人口

の約45%が農業に従事しており､全人口の2/3が農村地域に居住し､直接､間接

的に農業に依存して■いる｡しかし大部分の農村地域居住者は小規模零細農民で貧

困世帯に分類される｡農村地域の貧困世帯比率は､都市部の32%に比して53%と

高い｡最近の経済調査では､約80%以上の農家が､所得階層分布で最下層の30%

に入るとされている｡農村部における所得､生活レベルは低く､都市部と農村部の格

差は拡大の一途を辿っている｡

農業省のA)は新中期国家開発計画(1993 - 1998年)における基本農業施策として､米､

トウモロコシ､商品作物､畜産､水産に対して､生産振興州および州内の振興地区(Key

仙ucdonAreas)を指定し,これらの生産振興地区に対して､藩政を含む生産基盤､農道､

洗通加工等の施設整備とともに､技術普及､融資等の農業支援サービスを総合的に推進

する事を計画している｡
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新中期開発計画は､これまでの開発計画が農業と工業部門を個別に扱い､その結果

経済構造の再編成が達成されず､さらに農業部門は一次産品生産に終始し､工業部門は

輸入依存型製造業に傾斜し過ぎたと評価している｡これを受けて農業省では､両部門の

経済的連携を重視し､生産部門に留まらず､加工､流通部門を一体化した総合計画の立

案と推進を農業生産重点措定地区において展開し､新中期開発計画目標である小親模事

業者､零細農民､漁民に対する生産資源の配分､彼らの生産性と所得向上を図ろうとし

ている｡さらに農業生産重点指定地区開発計画の円滑な推進のために､農業省は省内の

関連機関の調整､組織体制の整備強化を実施している｡

生産振興指定州および地区は､気象条件とともに､生産物の市場流通環境にもとづ

き選定されている(表2.4参照)｡指定地区面積は米(34州/120万ha)､トウモロコシ(17州/70

万ha)､商品作物および畜産(37州/商品作物130万ba､畜産180万ha)､水産(湾12ケ所/27州

/17万3,000ha)であり､ DA地方事務所が各州の振興地区の位置特定と必要とされる支援計

画の具体化を図っている｡

農業省に設置されている運営委貞会pAManagement Committee)は､本計画にかかわ

る､政策､実施要綱の作成とともに､国家藩政庁(NIA)､国家食糧庁(NFA)を含む農業省

内の各機関の調整を行なっている｡さらに本道営委員会の事務局は政策･計画局であり､

I)Aの地方事務所と州担当官が各州政府との調整を行う体制にある｡

2.4 穀物生産振興計画

穀物(米およびトウモロコシ)生産振興計画(Grains打duction Enhancement Program)に

は､新中期計画期間中の総予算として743億ペソが計上されている｡その内44%が比国

政府予算で､残りを対外援助に期待している｡主な予算項目は､港概等の生産基盤関連

予算(総予算の52%)､金融関連予算(18%)､流通加工関連予算(19%)からなる(表2･5参照)o

3.農業生産重点指定地区生産流通給合開発計画調査

3.1経緯および調査対象地域の特定

フィリピン国農業省は､前述のとおり新中期計画の農業開発戦略として米(34州/120

万ha)､トウモロコシ(17州/70万ha)､商品作物および畜産(37州/商品作物130万ha､畜産

180万ba)､水産(湾12ケ所β7州/17万3,00Oba)別に農業生産振興地区を指定し,開発支援事

業を展開する計画である｡プロジェクトファインデイング調査団は､現場踏査前に､ (i)

各対象生産物の代表的かつ典型的生産地城､ (ii)他の開発事業との重複の無い地域､ (iii)

治安上問題の無い地域､ (iv)農協等の農民組織活動が活発な地域もしくは開発により組

織活動が期待される地域､ (v)地方政府が計画実施に協力的な地域､等の条件のもとに､

DAの政策計画局とともに計画調査の対象とする州を以下のとおり選定したo
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表2.5穀物生産振興計画年次別予算(1993-1998)

亡堂生血

Total (%)

1993-981

1993 1994 1995 1996 1997 1998Components

Ⅰ.Fund from Domestic Sources

Certified Seed Component

Credi t

fh･oduction Technologyn)issemination
Marketing Support

Public lnfbmation Support

Program Management

Sub-total

II.Fun°ing from ODA Sources

I汀igation

Credit /Post HaⅣest Facilities

Post HaⅣest Technology and Facilities

S ub-total

Total

442.5 1,297.0 1
,507.3

761.5 4,281.5 2,40l.0

18.6 23.2 27.2

2,061. 1 2,479. 1 2,394.8

4.2 9.0.` 5.0

1,715.1

3,081.0

20.7

2,141.7

3.0

8.9 7.8 11.5 7.9

3,296.8 8,097.6 6,346.8 6,969.4

2,352.6 5,339.2 7,421.4 7,376.6

31.7 242.5 269.6 519.8

40.7 80.5 93.1 101.5

2,425.0 5,662.2 7,784. 1 7,997.9

5,721.8 13,759.8 14,130.9 14,967.3

1,964.7

3,171.0 l.0

27.2 12.5

2,043. 1 1
,088.0

2.0 1.0

7.9 11.6

6,926.6

13,697.0

129.4

12,207.8

24.2

55.6

7,215.9 1,114.1 33,040.6

7,683.6 8,266.9 38,440.3

521.3 624.0 2,208.9

140.0 177.0 632.8

8,344.9 9,067.9 41,282.0

9.3

18.4

0.2

16.4

0

0.1

4

5

5

4.4

1.7

3.0

0.9

5.6

15,560.8 10,182.0 74,322.6 100.0

出 省政 P 画局



パンガシナン州(稲作振興指定地区)

南カマリネス州(トウモロコシ生産振興指定地区)

東ネグロス州(商品作物生産振興指定地区)

プロジェクトファインデイング調査では､上記のとおり選定した計画調査対象州を

政策計画局に再確認するとともに､ (i)3州の農業生産基本統計と情報の収集､ (ii)3州の

対象作物別代表的地区の踏査､ (iii)地方政府, DA地方事務所(RegionalOffTICe)および州

調整事務所(旧州DA事務所は地方分権化政策の下に州政府に移管されたが､州政府との

調整のために各州単位にDA職貞が配置されている)､農民組合との協議をおこなった｡

以下に3州の農業生産現況および踏査結果について述べる｡

3.2 計画調査対象州の土地利用

対象3州の土地利用状況は､表3.1に示した｡ 3州ともに州の総面積は､ 5,270-

5,4(氾km2とほほ同面積であり､丘陵地を除く耕地面積比率は45-52%である｡各州の特

徴として,パンガシナン州の低木/草地比率が39%､東ネグロス州の森林面積比率が約

30%と他の地目に対し高い点が上げられる.

表3.1土地利用現況

地目 パンガシナン 南カマリネス 東ネグロス

絵面積牡m2)

地目別割合(%)

農耕地

低木､草地
森林

湿地

その他

5
,370

5,270 5
,400

44.7

38.6

7.7

3.1

5.9

51.5

27.1

15.0

2,7

3.7

50.6

7.8

29.5

6.5

5.6

出典:環境天然資源省資料

農業省の土壌局が作成した､現況土地利用図(15万および25万分の1)は､ 1970年代の

航空写真と戎地調査結果をもとに作成されており､上記環境天然資源省による数億と､

大きな隔りがある｡土壌局で現在継続中のプロジェクト技術協力により､土壌､土地利

用等の主題図が作成されている｡さらに地理情報システム(GIS)を利用した､土地分級

が行なわれており､調査に当たってはこの最新土地利用情報の有効活用を考慮する必要

がある｡
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3.3 計画調査対象州の農業生産

対象3州の収穫面積を基準にした主な作物の生産状況を表3.2に示した｡パンガシ

ナン州では水稲が最大収穫面積を占め､トウモロコシ､ココナッツがそれに継ぐ｡南カ

マリネス州では水稲､ココナッツ､トウモロコシが､東ネグロス州ではトウモロコシ､

ココナッツ､水稲が3大作物である｡

表3.2 主要5大作物の生産現況(1989-90平均)

項目 パンガシナン 南カマリネス 東ネグロス

収穫面積(ha)

水稲

トウモロコシ

ココナッツ

タバコ

バナナ

キヤサバ

サツマイモ

砂糖キビ

生産量(ton)

水稲

トウモロコシ

ココナッツ
タバコ

バナナ

キヤサバ

サツマイモ

砂糖キビ

単位収量(tonha)

水稲

トウモロコシ

ココナッツ

タバコ

バナナ

キヤサバ

サツマイモ

砂糖キビ

198,200

55
,600
9,500

9,400

6,600

568, 100

60,600

i8,900

14,600

4 1,900

2.87

1.09

1.99

1.55

6.35

128,700

47,9∝)

95,300

20,400

18,100

324,700

35,300

165,100

195,300

1223(氾

2.52

0.74

1.73

9.57

6.76

36

137

45

2

9

7 (X)

5 (X)

700

4()0

8 (X)

8 8
,600
85,800

132,100

1 3,000

790,100

2.41

0.62

2.89

5.42

80.62

パンガシナン州は､表3.3のとおりフィリピン全国の稲生産量の約6%､地域

(Region)-Iの70%を占める｡ヘクタール当たり単位収量は2･87tnlaであり､全国平均

(2.72Vha)よりも高いが､隣接する地域-IIIの3.17tnlaよりも低い｡この主な要因には､港

耽施設の不備､アグノ河の洪水被害が上げられる｡

南カマリネス州のトウモロコシ生産量は､表3.4のとおり全国の1%を占めるに過ぎ

ないが､近年丘陵地を中心にココナッツ農園の転畑が進展し､主に飼料用トウモロコシ

の栽培が拡大している.しかし同州の単位収量は0.73thaと全国でも最低の水準にあり､
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表3.3稲の地域別生産(1988-90年)

平均収量
(tPla)

生産量

(-000ton)
____!選

収穫面積
r
I

0()Oh a)

_土型
2.0

9.0

(5.8)

10.3

14.7

ll.5

9.1

12.3

3.4

6.0

4.1

4.1

6.1

7.4

地域(Region)

.54

.66

87)

3.2

.17

.54
ll

46

61

84

16

18

41

88

72

2

2

(2

3

2

2

2

3

3

3

2

2

170 1.8

815 8.8

568) (6.1)

,117
12.1

,589
17.2

995 10.8

653 7.1

,030
1 1.1

188 2.0

375 4.1

446 4.8

442 4.8

705 7.6

725 7.8

9.250 100.0

67

306

(198)

349

501

392

309

419

117

204

141

139

207

252

3.403 100.0

Pang as inan

CAR

I

ⅠⅠ

ⅠⅢ

ⅠⅤ

Ⅴ

ⅤⅠ

ⅤⅠⅠ

ⅤⅠⅡ

Ⅸ

Ⅹ

ⅩⅠ

ⅩⅠⅠ

フィリピン

表3.4トウモロコシの地域別生産(1988-90年)

平均収量

(仙a)

生産量

亡型

0.5

C999_!9由

25

71

479

14

226

収穫面積

ぐ00Oba) A

0.6

2.0

9.3

0.3

6.4

5.1

(1.3)
2.4

地域(Region)

1.19

0.93

1.38

1.08

0.94

0.72

(0.73)
0.52

0.53

(0.62)

0.96

0.87

1.32

1.65

1.83

1.23

5

4

1.

10.

0.3

4.9

3.0

(0.8)
1.0

138

(35)
46

288 6.3

(86) (1.9)

219 4.8

254 5.5

404 8.8

292 28.1

145 24.9

1,

1,

4.601 100

14.4

(3.7)

6.1

7.8

8.2

20.8

16.6

1()0

21

76

347

13

241

192

(48)
89

542

(138)

228

291

306

781

624

3.751

CAR

I

II

IⅡ

ⅠV

V

Camarines Sur

VI

VII

Negros Oriental

ⅤⅠⅡ

ⅠⅩ

Ⅹ

ⅩⅠ

ⅩⅠⅠ

フィリピン



表3.5パンガシナン州の郡別米生産(1991-92年度)

収量

:tAla)

生産量収穫

面積

______________旦虫______.__

2,395

4,341

7,404

3,625

2,888

6,791

3,29 1

4,267

804

1
,484
4,353

3,543

941

3,724

2,615

2, 194

3,43 1

404

1,613

3,364

1,093

1,514

2,013

10,186

4,448

2, 149

13,276

2212

4,263

4,294

7,947

6,524

4,156

3,198

7,872

6,743

5,529

3,916

4,903

5,208

1,217

4,101

5,113

1 1,472

2,559

6,891

3,038

inclided in Manaoag

1. Agno

2. AguilaJ'

3. Alaminos

4. AIcala

5. Anda

6. Asingan

7. Balungao

8. Ba血i

9. Basista

10. Bau丘sta

1 1. Bay訂nbang

12. Binalonan

13. Binmaley

14. Bolinao

15. Bugallon

16. Burgos

17. Calasiao

18. Dagupan City

19. Daso1

20. Infanta

21. Labrador

22. Li皿gayen

23. Mabi皿i

24. Malasiqu1

25. Manaoag

26. Mangaldan

27. Mangatarem

28. Mapandan

29. Na丘vidad

30. Pozombio

31. Rosales

32. Sam Carlos City

33. Sam Fabian

34. Sam Jacinto

35. Sam Manue1

36. Sam Nicolas

37. Sam Quintin
38. Sison

39. Sta. Barbara

40. Sta. Maria

4l. Sto. Tomas

42. Sua1

43. Tayug

44. UmingaL1

45. Urbiz山ndo

46. Urdaneta

47. Villasis

48. Laoac

合計

5,552

13,118

28,398

9,329

6,393

23,888

9,921

1 1,464

2,195

3
,998
ll,710

ll,450

2,754

9,657

7,039

4,842

10,522

918

4,02 1

10,253

3,246

3,802

6,079

28,437

I5,900

5
,697
41,968

7,089

13,234

13,577

29,372

18,811

12,06 1

9,166

24,106

19,240

15,441

ll,771

14,563

17,554

3,818

10,998

16,836

35
,4(i9
6,754

23
,742
9.296

199,307 605
,449

2.32

3.02

3.β4

2.57

2.21

3.52

3.01

2.69

2.73

2.69

2.69

3.23

2.93

2.59

2.69

2.21

3.07

2.27

2.49

3.05

2.97

2.51

3.02

2.79

3.57

2.65

3.16

3.20

3.10

3.16

3.70

2.88

2.90

2.87

3.06

2.85

2.79

3.01

2.97

3.37

3.14

2.68

3.29

3.09

2.64

3.45

3.06

3.04

出典: DA PangasinanOffice



トウモロコシ栽培農家は､水稲栽培農家を含む他の農家のなかでも最貧層を形成してい

る｡トウモロコシ収量が低位に置かれている主な要因には､不適切な栽培管理､急激な

転畑による土塊保全の不備､干魅と台風の影響が上げられる｡

東ネグロス州のトウモロコシは､主に丘陵地帯の畑地とともに,果樹園での間作に

よって栽培されている｡食用在来種の栽培が一般的であり､単位収量は0.62uhaと全国

平均収量(1.23tPla)の5割程度に留まっている｡果樹の内､バナナに継いでマンゴーの栽

培面積が多く､個別農家単位で商業的生産が行なわれ､生産物は島外市場にも搬出され

ている｡

3.4 パンガシナン州の稲作振興指定地区と計画

(1)稲作の現状と既存開発計画

パンガシナン州は､アグノ河の中･下流地域の沖積平野を中心に水田と畑地が広が

り､州の西部は丘陵草地と森林が､さらに北西部の半島部は丘陵草地と一部平地に水田

が分布している｡パンガシナン州の郡別米生産は表3.5に示すとおりである｡農業省の

稲作振興指定地区に対する開発は､既存港概水田に対する総合的支援計画であり､米の

効率的生産と流通を通じ､生産者所得の拡大を図る事を目的としている｡さらに国家甚

耽庁(NIA)による港耽開発は､国営港概システムの運営と共同港耽システムに対する支

援に大別され､近年の事業展開は既存港概システムの改善に重点を置く傾向にある｡

州内には8箇所の国営港概システム(計画藩洗面積30,200ha)と､約369箇所の国家港

淑庁(NIA)所管の共同港耽システム(計画澄渡面積52,500ha)がある(表3.6および3.7参照)o

表3.6 パンガシナン州の国営港概システム

システム 計画潅政面積(ha)

Agno 1 1,078

SinucalaJ一
_

1,052

Sa皿Fabia皿 2,765

Dumuloc 1
,500

AmbaycaLn 4
,05
0

Depalo 1
,963

ADRIS Ext. 289

bwer Agno Totonoguen 7
,500

合計 30,197

上記8箇所の国営港概システムの改修計画は､全国レベルでNIAが作成する国営事業

の維持管理計画に沿って行なわれる必要がある｡共同産耽システムは,国営システムに

比較して整備水準が低く､雨期と乾期の年間を通じた作付け率が100%以下の地区も見

られる｡雨期の作付け率が100%を下回るのは､藩政施設の不備とともにアグノ河の洪

水被害に.､さらに乾期は亜耽用水不足に起因する｡
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表3.7 パンガシナン州の共同港概組織の郡別荘概面積

共同港故

地区

(敬)

計画藩政

施設面積

____也

320

____塾匪茎重畳姓吐_雨期 乾期

(ba) (%) (ba) (%

5

56

27

34

30

4

2

4

0

6

3

6

6

9

3

0

0

0

0

0

3

15

1.485

620

05

19

23

59

9

5

30 1

185 3

10

230 4

50 1

155 2

148 1

60 1

2.571 3

4

22

0

0

0

0

735

657

18 15

0 0

2,142 59

597 26

114 16

965 32

220 22

138 12

240 52

32

54

0

1,145

1
,482
0

245 77

,470
93

,315
57

,685
1(氾

,559
9 1

160 31

,142
63

115 53

543 89

115 73

511 96

109 35

551 94

765 100

288 61

,669
89

,270
79

301 100

70 22

320 35

,266
75

,277
76

60 48

32 100

,51
1 97

,274
97

664 95

,403
80

,α)7
100

787 70

458 100

,065
58

,744
100

112 100

2

1

2

1

2

7

1

1

2

3

2

2

1

2

2

66

09

85

17

20

74

15

10

2,6

2,3

2,6

1,7

5

3.3

2

6

157

531

310

586

765

476

618

602

301

320

903

695

993

124

32

605

339

697

017

007

119

458

572

746

112

8,

1,

1,

2,

3,6

2,3

6

3,0

1,0

1,1

4

3,5

2,7

8

18

12

9

ll

4

13

5

5

3

7

5

10

5

7

48

8

1

1

2

14

34

1

1

28

14

6

25

7

14

3

34

5

1

369 52.501 42.863 82 15.5 18 30

1. Agno

2. Aguilar

3. Alafninos

4. Asingan

5. Balungao

6. Bani

7. Binalonan

8. Bolinao

9. Bugallon

10. Burgos

ll. Dasol

12. Infanta

13. Labrador

14. Laoac

15. Mabini

16. Magatarem

17. Malasiqul

18. Manaoag

19. Mangaldan

20. Mapandan

21. Natividad

22. Pozorrubio

23. Rosales

24. Sam Fabian

25. Sam Manue1

26. SanNicolas

27. Sam quintin
28. Sison

29. Sta. Mada

30. Sual

31. Tayug

32. Umingan

33. Urdaneta

34. Villasis

合計

出典: NIAUrdaneta
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(2)踏査地区の概要

パンガシナン州西部,アグノ河左岸に位置するアギラール郡(総面積147.5km2､人

口27,303人)の内､河岸に位置するカルシブ､サンホセ村を踏査した｡アギラール郡には

18箇所の共同港叔システムがあり､計画港概施設面積2,666haにたいして､雨期に

2,470ha(93%)､乾期に1,485ha(56%)の作付けが行なわれている｡前述のとおりアグノ河

の氾荘により､河岸近隣地区では洪水被害が頻繁に生じている｡地域農民は稲栽培の作

期を洪水時期から外す等,洪水被害に対応している｡さらに港瀧水田は洪水被害の少な

い河岸から遠い地区に､トウモロコシ､落花生等を栽培する畑地は河岸近隣地区に分布

する土地利用となっている｡アギラール郡の西部は丘陵山間地帯であり､畜産､果樹の

生産地域である｡

洪水被害常習地域は､亜耽排水施設はもとより､農道､収穫後処理施設等の生産基

盤整備が遅れており､地域農民の所得は他地域と比較して際だって低い｡生産基盤整備

の推進とともに､収益性の高い作物の導入､稲作を含む効率的作付け体系､収穫後処理､

流通の改善等､総合的な改善施策が必要である｡さらに郡内の畜産､果樹生産農家との

生産､流通部門における連携を考慮した､地域複合経営の形成について検討することも､

改善の一案と考えられる｡

(3)計画策定上の留意点

農業省がパンガシナン州で推進する穀物生産振興計画の内､稲作対象地区面積(1993

年雨期作)は25,000baであり､州内の計画港概総面積である82,700ba(国営港救システム

30,200baと共同藩概システム52,500ba)の約5割となる｡したがって農業省による稲作振

興地区の指定は､現状では国営港概システムの全面積をも範囲としていない事となる｡

指定給面積は予算上の制約によるものと考えられるが､計画地区の指定に関しては､既

存澄渡施設の現状､生産性､州および国内の米需給状況､受益農家の所得水準等を考慮

し行なう必要がある｡

パンガシナン州における稲作振興地区の指定とともに､各支援事業の実施上の課題

は､まず農業省による穀物生産強化計画(優良種子の配付､国家食糧庁(NFA)の行なう流

通支援､営農資金融資等)と, NIAが推進する港概施設の整備事業との連携がほとんど無

い点にある｡さらに産耽施設以外の生産基盤施設整備に対する支援が少なく､受益者農

民サイドのニーズに対応していない点が上げられる｡また生産者所得の増大のためには､

米の二期作にとらわれず､作付けの多様化を産概施設､加工流通､農民組織等の開発を

通じて実現する必要性が､掛こ港耽用水源に限界のある港概システム受益地区において

重要課題となっている｡
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本計画調査の目的は､パンガシナン州において､農業省による稲作振興指定地区に

対する支援施策､藩概施設整備計画,その他農村基盤施設整備計画の現状と課題にもと

づき､米生産を基本とした､生産から流通に至る総合的開発基本計画を策定し､さらに

特定地区を対象とした事業計画をモデル事業として立案する事にある0

本調査では､稲作振興指定地区における総合的開発計画手法に関する技術移転に主

眼が置かれるが､地方分権化政策の推進､ NIAの農業省への統合等､政府組織改革が進

展する状況において､ (1)農業省内の関連機関による総合的支援施策の実施体制の整備､

(2)州政府機関との連携強化､等を念頭に実施する必要がある｡

3.5 南カマリネス州のトウモロコシ生産振興指定地区と計画

(1)トウモロコシ生産の環状と既存開発計画

南カマリネス州は､ピコール地方の中央に位置し､ピコール河流域の渓谷部とカラ

モアン半島部に区分される｡ピコール渓谷部の平地には主に水田が分布する｡渓谷の低

平地から半島に至る地域には､イサログ山を中心とした山地とその裾野の丘陵地が､さ

らに小河川の流域と沿岸部の一部に水田が点在する｡ピコール渓谷の山地と丘陵地には､

ココナツ農園､トウモロコシを中心とする畑地が分布する｡ココナッツ農園はコプラの

価格低迷と農園の老朽化のために､近年急速に畑地に転換される傾向にある｡さらにイ

サログ山の中腹部は,工芸繊度作物のアバカの栽培が行なわれている｡半島部の大半は

山間丘陵地であり､ココナッツが主に栽培されている｡

南カマリネス州の1993年のトウモロコシ生産振興計画対象面積は､約13,000haであ

り､雨期乾期の収穫面積は2倍の26,000haとなる｡一方､州内のトウモロコシ収穫面積

は約48,000baであり､計画面積はその約6割を占める計算となる｡しかし稲作振興計画

が港概地区を対象とするのに対して､同州におけるトウモロコシ生産地区の大半は天水

畑であり､台風､干魅の影響を受けやすい｡同州のトウモロコシの単位収量は0.73tPla

と全国でも最低の水準にある｡さらに近年ココナッツ農園から転換された畑地が多く､

生産基盤とともに､加工施設､農道､市場-のアクセス道路等､未整備な生産地が多い｡

(2)踏査地区の概要

南カマリネス州のイサログ山の南部山麓に位置するオカンポン郡(総面積118.3km2､

人口30,876人)のトウモロコシ生産地区を踏査した｡同郡の農地はイサログ山の山腹の

アバカ農園､山麓丘陵地の畑地およびココナッツ農園､イサログ山を水源とする小河川

両岸に点在する水田からをる｡さらにオカンポン部の南部に併凝するバアオ都の丘陵地

帯は､ココナッツ農園が広範に分布しているが､オカンポン部のココナッツ農園と同様

に､近年収益性の高い畑地への転換が進展している｡
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踏査地区北部のティガオン郡には3CK)ha規模の農地開放入植地区があるo 同地域の

大半は畑地でトウモロコシの二毛作地帯であるが､トラクター等の生産機材をもたず､

さらに農道､電力､上水供給施設が未整備な状況下にある｡

ココナッツ農園の農地開放は同州においても徐々に進展しつつあるが､開放後の個

別農家は､ココナッツ生産のみでは生計が成り立たず､無計画に農園を畑地化する傾向

にある｡さらにオカンポン郡周辺のココナッツ農園の小作農､自作農を対象とする農業

普及等の支援がほとんど無く､農民組合組織も形成されていない状況にある｡

(3)計画策定上の留意点

南カマリネス州では､丘陵傾斜地のココナッツ農園を開墾したトウモロコシ畑にお

いて､土壌侵食による生産性の低下が問題化しつつある｡したがってココナツ農園の畑

地-の転換に対して､土壌保全策とともに､生産性の高い果樹との間作､豆科作物の導

入､畜産との複合経営等を考慮した生産計画が必要とされている｡さらにトウモロコシ

の栽培面積拡大の背景には､ハイプリド(一代雑種)種子を生産販売する民間企業による

啓蒙活動(種子の販売,営農資金の供給､生産物の一元的購入)による影響があるoハイ

ブリッド種子と混合/混成種子との選択は､生産基盤条件と生産者の営農資金負担能力

に負う所が大きく､この点についても検討が必要である｡

生産基盤施設の内､荘概用水源は河川流量に限界があるため､上水供給を含めた地

下水開発の可能性を検討する必要がある｡農道とともに国道､県道ヘアクセスする郡道

の整備状況が悪く､地区内外との交通アクセスの改善を考慮した道路整備が必要である｡

国家食糧庁(NFA)によるトウモロコシの購入は､ 1995年を目標に中止される予定であり､

トウモロコシ流通はすベて民間に委ねられる｡したがって収穫後処理施設(乾燥､'脱穀)､

貯蔵､加工(トウモロコシを主な原料とする飼料生産)施設の整備を含め､計画立案する

必要がある｡さらに生産農民の組織化は､事業実施上不可欠であり､既存農民組織の実

態と組織強化について調査し､計画に反映する必要がある｡

3.6 東ネグロス州の商品作物生産振興指定地区と計画

(1)商品作物生産の現状と既存開発計画

東ネグロス州はネグロス島の南東部､タノン海峡をはさみセブ島の西部に位置する｡

島の中央部は山間丘陵地が広がり､それが沿岸部に迫っているために､低平地は河口部

の一部に限られている｡沿岸部の低平地では､水田とともにトウモロコシ､砂糖キビを

主に栽培する畑地が広がる｡丘陵地ではココナッツ､バナナ､マンゴー等の果樹園と畑

地が､さらに山間内陸部の盆地では､水田､畑地が点在する｡山間部の森林は､伐採跡

地を除き比較的保全されているが､一部地域では今だ慣行的焼き畑の痕跡が見られ､土

塊侵食等の問題が生じている｡
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東ネグロス州では､農業省の商品作物生産振興計画に対応し､同州北部に位置し､

果樹生産地帯にあたる4郡(タヤサンrrayasan､アユングン/Ayungon､ビンドイβindoy､

マンフヨドManjuy∝l)を対象にした､ ｢基本計画指針+を作成している(表3･8参照)｡東

ネグロス州の約8割を占める山間丘陵地は､第二次世界対戦中の平地からの避難民によ

る農耕､その後の森林伐採､焼き畑の影響により荒廃が進展し､土坂侵食､水源滴養林

の破壊､洪水､河川液量の変動増大による港敵地区への悪影響等の問題が生じている｡

特にマンフヨド部を除く他の3郡は､伐採による森林荒廃地区に指定されている｡これ

らの問題に対し､ ｢基本計画指針+は､土塊保全､水源滴養林の保全策を取り入れ､農

地利用可能な丘陵地において､果樹を中心とする商品作物生産の振興を図る事を目的と

している｡計画指針は､土地分級､土地利用計画にもとづく､アグロフォーリスト､飼

料･牧草地の開発計画の策定,農道を含む農業生産基盤整備計画､農業支援策の強化計

画､農民の組織化による収穫後処理および農産加工業の振興計画からなる｡計画対象面

積は､果樹園4,350ha､植林面積750baであり､事業費8百50万ペソ(約4千万円)を見積っ

ている｡

(2)踏査地区の概要

上記計画対象地区のうち､タヤサン(Tayasan/人口34,400人)郡を踏査した｡同郡の地

形は､沿岸部の平地天水田地区､丘陵山間部､西ネグロス州に注ぐヒラパンガン河流域

の盆地(藩政水田約100ha､ hg-it共同嘩概システム)からなる｡丘陵山間地は､西ネグロ

ス州に注ぐヒラパンガン河の水源であり､森林は水源滴養林として重要な役割を持つ｡

同地域の森林は東ネグロス州においては､比較的保全状況が良いとされているが､一部

の森林には焼き畑の痕跡がみられ､一層の保全策が必要とされている｡さらに政府が民

間業者に許可した森林伐採跡地では､植林､アグロフォーリスト開発が構想されている｡

同州の丘陵地ではバナナ､マンゴー､ジャックフルーツ等の果樹､砂糖キビ､トウ

モロコシが栽培され､砂糖キビは砂糖工場-､マンゴーは島外市場へも出荷されている｡

果樹栽培農家は､平均o.5 - 1.Oha程度の小規模経営が主体である｡近年､果樹栽培面積

が増加しており､土壌保全を考慮した丘陵傾斜地開発/アグロフォーリスト開発が求め

られている｡さらに国道に接続する村道は雨期に通行不能となる箇所があり､果樹園の

一部はきわめてアクセスが悪い｡同地域には､果樹の集荷､貯蔵施設がない｡生産物の

取引は､流通業者(州都ドゥマゲテを拠点とする)との農家庭先での相対取引が大半を占

め､特に収穫最盛期の値崩れが問題となっている｡

同地域の農民組合への聴き取りによれば､優良果樹(ドリアン等)の苗の増殖施設,

果樹の乾通加工施設､一村道に対する開発ニーズが高い.さらに地域農民は､トウモロコ

シ/砂糖キビ栽培､果樹栽培､畜産からなる複合経営を指向するものが多く､同地域の

農業開発策定上､考慮すべき重要な点である｡
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表3.8 東ネグロス州の商品作物生産重点指定地区の既存基本開発計画の概要

対象郡

Tayasan(Dumagete市から90km), Ayungon(82km), Bindoy(69km),

Manjuyod(58km)の4郡

(東ネグロス州北部に位置)

気候
タイプⅠⅡ気候

(11月から4月にかけて比較的乾燥､その他の月は150-200mmの降雨がある)
年平均降雨量1,300m皿(177降雨日数)

土地利用
面積(ha) (%)

既耕地 4l,860 56.1

低木､草地 5,820 7.8

森林 22,080 29.6

湿地 4,850 6.5

計 74,610 100.0

人口人口密度(人n(m2)
26,700 151以下

那

人口(1992年推定)

Tayasan

Ayungon

B indoy

地

農業生産

傾斜地

平地

34,440 15 1-300

30,650 151以下

33,280 151以下

計 125,070 -

マンゴー､パイナップル､ジャックフルー

ツ､ランプ一夕ン等の果樹生産
米､トウモロコシ､野菜､豆類

農家経済

農業世帯が大半

経営規模 o.5-1.Oha

農業所得 1,800/月

社会経済基盤

港叔施設

共同海況システム 面積

(敬) (ha)

Tayasan 1 5

Ayungon 6 435

Bindoy 0 0

od 0 0

道路
･
7 440

国道(Dumaguete市-Tayasan/90km)
アスファルト舗装(90%),コンクリート舗装(10%)

都道､バランガイ道路の大半は未舗装(雨期は車両通行不可能となる)



計画の背景

東ネグロス州の約8害は山間地と丘陵地であり､急傾斜地

は農耕に不適当である｡
第二次世界対戦中には､平地の集落からの避難民による農耕により､

山間丘陵地の荒廃が急速に進み､さらに近年の森林伐採､焼き畑耕作

により､現在では土壌侵食､水源滴養林の破壊､洪水､河川流量の変
動の増大による港故地区への悪影響等､問題化している.

計画の目的

計画対象4郡の丘陵地において､土壌保全､水源滴養林の

保全を念頭に置き､果樹を中心とした商品作物生産の振興

を図る｡

計画の概要

1.土壌調査にもとづく土地分叔､土地利用計画の策定

2.アグロフォーリトの開発
3.飼料､牧草地の開発

4.農道を含む農業生産基盤整備､農業支援策の強化

5.農民の組織化にもとづく収穫後処理および農産加工業の振興

6.計画面積

(ha) (ha)

マンゴー

ジャックフルーツ

ドリアン

パイナップル

ランプ一夕ン

1
,500
700

1
,500

250

250

胡板 150

計 4,350

(-oooペソ)
7.事業費

研究､普及 500

収穫後処理施設 5,000

農道整備 3,000

計 8,500

Alicia 150

Mahogany 200

Na汀a 150

Manglum 250

計 750
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(3)計画策定上の留意点

東ネグロス州の農村農業開発は､平野部､盆地における共同港耽システムを中心と

する港耽開発が一巡し､丘陵地における森林､土塊保全を念頭に置いた農地開発とその

管理に対する適切な施策が求められている｡したがって同州の4郡を対象として作成さ

れた商品作物生産振興のための基本計画指針の具体化を図ることは､同州の農業農村開

発の推進上､重要かつ緊急な課題として位置付けられる｡

前述のとおり､対象地域の農家経営規模は0.5- 1.Obaと小規模であり､果樹､畑作

物､畜産を結合した複合経営を､農家単位､地域単位で計画する事が､農家経営の安定

と農家所得向上に不可欠な要素となる｡さらに水源滴養林の保全､農地の土壌保全につ

いては,現況の土地利用評価､土塊分布､傾斜区分､等にもとづく土地利用計画を策定

し､中長期的展望に立った段階的な計画の策定が必要である｡

計画の対象となる流通､加工施設は､現地農民の組織化､組合の活性化を念頭に策

定する｡また農道整備についても､部､州の維持管理予算､維持管理に対する地域住民

の参加協力､外来者に対する通行料金の徴収等を検討し､有効な維持管理方策を策定す

る必要がある｡

3.7 計画調査のスコープ

本計画では､農業省の指定した生産振興重点州の内､稲作振興指定地区としてパン

ガシナン州､トウモロコシ生産振興指定地区として南カマリネス州､商品作物生産振興

指定地区として東ネグロス州を代表とし､各州の生産振興指定地区における生産から流

通に至る総合開発基本計画(BasicPlan)を作成する｡さらに各州内の生産振興指定地区か

ら代表的地区を選定し､総合開発をモデル事業として策定する｡

総合開発基本計画(BasicPlan)の内容は､以下の内容を網羅する必要がある｡

(1)州内の生産振興指定地区の開発目標､開発戦略

(2)基本開発項目､プログラム

(3)作付多様化､複合経営を考慮した総合開発基本計画

(4)農業省の支援施策の強化基本計画

(5)開発関連機関を対象とした実施組織基本計画

(6) 10年間の開発実施基本計画

(7)投資基本計画
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上記基本計画の策定にあたり､州内の生産振興指定地区の位置､面積の特定､土地

利用計画の策定のために､最新のランドサット､既存地形図､農業省土塊局の作成した

土塊､土地分級図等の情報を､地理情報システム(GIS)を利用して整理解析する辛が､

効率的と考えられる｡

3州の代表的地区を対象としたモデル事業計画は､以下の内容を網羅する必要があ

る｡

(1)捻合開発基本構想

(2)生産基盤整備計画(小規模溜池､浅井戸等による港概､農地保全対策､農

道等)

(3)農業機械イヒ計画(トラクター､病害虫防除機器､収穫後処理機器等の協同

利用)

(4)流通改善道路整備計画(対象地区内外の農産物流通改善上効果の大きい道

路)

(5)加工流通施設整備計画(乾燥､貯蔵､調整加工､運搬施設)

(6)農民組織および施設維持管理計画(水利組合､生産,流通､金融等の単位

/専門農協､郡および州単位の農協連合組織)

(7)関連政府機関の支援強化計画(施設整備､生産､加工流通に係わる技術指

導､制度融資)

(8)事業評価(事業費および便益､事業効果)

(9)事業実施計画

本調査は､ 3州の総合開発基本計画(BasicPlan)の策定に4.5カ月､3州の代表的地区を

対象としたモデル事業計画の策定から最終報告書提出までに9カ月､計13.5カ月の予定

で行なう事が効率的と考えられる｡
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4.作物流通および市場情報整備計画調査

4.1経緯および調査対象地域の特定.

国家食糧庁(NFA)は､籾およびトウモロコシの生産者組織からの購入と市場への

販売を通じて､国内の食糧安全保障体制の確立とともに､生産者と消費者所得の安定と

向上を促すという重要な役割を果たしてきた｡ 1993年度の穀物流通補助予算は13億ペソ

であり､これはNFA全予算22.83億ペソの57%､農業省全予算80億ペソの16%を占め､

NFAのみならず農業省全体予算のなかで大きな比重を占めている.しかしNFAの籾取り

扱い量は全生産量の約2 - 3%に留まっており､生産者に対して広範な流通サービスを

提供するに至っていない｡比国政府は､新中期開発計画(1993-98年)においても､主要穀

物の自給体制の確立を国家目標としており､穀物の政府機関による直接売買とともに､

これに替わる新しい流通サービスの生産者と消費者への提供が求められている｡

NFAは現在､精米施設(55箇所/220トン/時)および乾燥施設､食糧倉庫(155箇所

/55,900トン)を所有し､これら施設の運営とともに､民間所有の食糧倉庫の賃愛､集荷

籾の民間精米所への依託精米､米､トウモロコシ輸入の管理を通常業務としている｡農

業省が新中期国家開発計画(1993 - 1998年)期間中に実施する｢穀物生産振興計画(Grains

PhxlucdonEnhancement加gram) +では､政府の財政難を背景にして､初の政府購入割合

を全生産量の6%から1998年には3%8こ減少し､さらにトウモロコシの購入を1995年に廃

止する予定である｡

農業省は生産物の直接売買に代わって､ NFAの所有する一部施設の農業/流通協同組

合への貸与(全国で2ケ所/ムニオスおよびダパオ)､生産および価格情報の提供等､新し

い形態の流通サービスを試行するとともに､これを穀物生産振興計画の実施計画に取り

上げている｡しかし組合の未熟な加工･流通技術､市場価格変動による経済性の低下等､

解決すべき課題が多く､政府の価格情報サービス体制は未整備の状態にある｡

農業省は上記の通り､食糧自給体制の確立､適正な作物流通機構ノシステムの整備を

目的として､生産および市場価格情報網の整備強化を含めたNFA既存施設の有効利用方

策を模索している｡さらに生産および市場価格情報を収集､公報している農業競計局

(BAS)の活動現況と問題､ NFAによる農業流通活動現況と問題､作物洗通上の生産者お

よび消費者側からの問題､制度融資を含む加工流通に関わる政府支援制度の現況と問題､

農業省の涜通政策等を総合的に検討するとともに､作物涜通および市場情報室備を目的

とするモデル事業を実施し､これを全国的に拡大することを希望している｡
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プロジェクトファインデイング調査団は､現場踏査前に農業省の国家食糧庁(NFA)､

農業統計局(BAS)等の作物洗通と市場情報サービス実施機関から､上記開発計画に係わ

る情報､資料を収集するとともに､調査対象地区の選定について協議を行ない､ (i)ルソ

ン島の主要穀倉地帯であり大消費地マニラ首都圏への主な穀物僕給地である､ (ii)後述す

る｢穀物涜通自立計画/叫ect Self-Rel血ce(Ps又)+等の計画が域内で実施されている

(ヌエバエシハ州ムニオス)､ (iii)米の流通事業とともに市場価格の情報収集活動行なう農

協組織がある､ (iv)N下A､ BASの活動が活発である､等の条件のもとに､パンガシナン､

イサベラ､ヌエバエシハの3州を選定した｡

プロジェクトファインデイング調査では,上記のとおり選定した計画調査対象州に

ついて､農業省政策計画局､ NFA､ BASに再確認するとともに､ (i)3州の農業生産基本

統計と情報の収集､ (ii)3州のNFA､ BASの活動現況､ (iii)農協による穀物流通活動の現

況､ (iv)DA地方事務所(Regional0ffice)および州調整事務所(旧州DA事務所は地方分権

化政策の下に州政府に移管されたが､各州単位にDA職貞が州政府との調整のために配

置されている)､農民組合との協議をおこなった｡以下に｢穀物流通自立計画/叫ect

self-Reliance (PSR)+の概要､踏査結果について述べる｡

4.2 ｢穀物流通自立計画 project Self-Reliance (PSR) +の概要

NFAの旧来からの米とトウモロコシの購入･販売を通じた価格補助制度に代わり､

｢穀物流通自立計画/projectSelf-Reli益ce(PSR)+は､農業協同組合による洗通事業を促

進し､生産者利益の安定と向上を図る事を目的として､ 1991年にNFA､農業省､農地銀

行o.andBankofthePhilippines)の共同で試行的に着手されている｡本計画実施の背景とし

て､ (i)1986年にはじまるアキノ政権の財政難による財政支出､特に補助金の縮小政策の

実施､ (ii)菰通の自由化､民間事業への政府関与の縮小にたいする世論の高揚､ (iii)大規

模な穀物の購入･販売に対する補助金制度の経済性への疑問等が上げられる｡ NFAによ

るPSRのパイロット実施地区および実施予定地区は以下の通りである｡

パイロット実施地区

(1)北ダパオ州

(ダパオ農業協同組合州連合会､ 1991年10月着手)

(2)ムニオス部､ヌエバエシハ州

(ムニオス単位農業協同組合連合会､ 1992年1月着手)

(3)コンセプション郡､タルラック州

(コンセプション多目的農業協同組合連合会､ 1992年2月着手)

実施予定地区

(1)ブラカン州

(2)カンダバ郡､パンパンガ州
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psRの内容､実施体制は以下の通りまとめられる｡

農業協同組合もしくは連合組合を計画の実施主体とする｡

一 政府機関は計画の実施に必要となる以下の支援方策(生産､洗通､金融等)を

供与する｡

a.生産支援(普及､研修､種子等の生産資材供給)
b.流通支援(NFA施設の貸与､収穫後処理技術研修､組織事業開発､市場
情報の提供)

c.農地銀行による金融サービス､組合の財務管理に関する研修の提供

一 連営委員会即anagementCommittee)を組織し､計画の調整､監理を行なうo運

営委貞会は農業省の出先事務所長(地域農政局長､州出先事務所長)を議長と

し､地方政府長(州知事､郡長)と対象農協理事長を副議長とする｡

-
. NFAは計画地区内では原則的に米とトウモロコシの購入販売活動を行なわな

い｡

psRの将来的課題は､国家食糧安全保障､農民生産者の利益確保を､ NFA等の政府

機関の関与無しに､如何に実現するかと言う点にあるといえる｡

4.3 ヌエバエシア州ムニオスにおける PSRの事例

ムニオス単位農業協同組合連合会肝ederation of Primary AgriculturalCooperative of

Munoz/FEPACOM)を対象にしたPSRは､ 1992年に着手された｡ FEPACOMは郡内の30箇

村にある30単位農協を傘下に､ 1992年10月現在で2,722名の組合貞農家が加入している｡

ムニオス郡には､ 9,320 ha(藩政田5,835ba､天水田3,485ba)の水田があり,

FEPACOM加入農家の水田割合は､港瀧田52%､天水田29%､合計44%である｡

托PACOMはNFAがムニオスに所有する以下の施設を賃貸し､初の購入､精米､籾また

は米の販売､等の流通事業､肥料等の営農資材の購買事業を行なっている｡

表4.1 FEPACOMの賃貸施設と条件

施設 規模 賃貸料 賃貸状況

穀物倉庫- 1

穀物倉庫-2

肥料倉庫

精米施設

乾燥機

事務所

2,500 1 (1,237.5m2)

500L (348.21m2)

1,000 I (283m2)

1,0り時

6,287.5ペソ/月

(5ペソ/m2)

1,740ペソ/月

1,415ペソ/月

1,000ペソ/月

40t 水分含有利率に基づく

300m2 1,0(氾ペソ/月

全面貸与

全面貸与

全面貸与

全面貸与

請負乾燥

全面貸与

出典:NFA Region-ⅠⅠⅠ
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FEPACOMは上記施設の内､倉庫-1､精米施設については賃貸料の50%を初年度支払

い, 1993年には75%を支払う計画である｡ 1992年1月から12月の間､ FEPACOMは7,136

トンの籾の購入(3,460万ペソ)を行ない､これはムニオス郡の籾生産総量の約12%､流通

初の15%､親合貞による生産量の27%[こ当たる｡ NFAの給生産量に対する購入比率は､

1989年から1991年の間4%であったが､ FEPACOMの事業量はこれの約3倍に当たる｡販

売活動は､籾販売(籾の購入量の35%)､その他は精米加工の後､米(2,916トン)とし主に

マニラ市場に販売されている(郡外市場85%､郡内市場15%)｡

FEPACOMの1992年度における事業収支は､約364,000ペソの純損失を計上している｡

事業別には精米販売で利益計上があり､籾販売(キロあたり0.36ペソ)､肥料購買(販売額

1ペソ当たり0.04ペソ)の損失となっている｡籾販売による損失は､農地銀行の融資条件

(貸出額の2割の担保)を満たすために､組合員からの傑出籾を担保とし､組合貞には採算

性の無い籾購入単価で担保籾の精算を行なった事に起因している｡托PACOMの自立に

は､今後一層の経営改善が必要と考えられる｡

4.4 イサベラ州サンチャゴ ーアマス信用開発農業協同組合と価格情報収集活動

イサベラ州サンチャゴーアマス信用開発農業協同組合(santiagoAmos Creditand

Develワpment C∞perative, hc./ SACDECO)は1983年に設立され､イサベラ州サンチャゴ郡

内の37箇村および周辺の20簡村を範囲に組合活動を展開しいている｡ 1992年現在の組合

員は2,757名で､組合員の耕地面積は水田1,000ha､畑地300baである｡ SACDECOの活動

は､預金､融資等の信用事業､米､籾の加工液通事業､肥料､農薬の購買事業､組合員

の教育訓練事業､政府の各種プログラム-の協賛等､多岐に亘っている｡同組合の資産

状況は表4.2の通りである｡

表4.2 SACDECOの資産状況
立:ペソ

項目 1992年 1991年

I.資 産

流動資産

固定資産

その他資産

ⅠⅠ.負債

ⅠⅡ.資本

24,104330

18,691
,805

4
,965 ,227

447､ 298

15,888,073

8,216,257

27,057,964

2 1,702,654

4,777,863

577
,447

19,121,589

7,936,375

出典: SACDECO年次報告書
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さらに損益計算表は表4.3の通りであり､ 1992年の事業純収益として17万8千ペソを

計上している｡

表4.3 SACDECOの損益計算表
立:ペソ

項目 1992年 1991年

Ⅰ.事業粗収益

信用事業

米/籾の販売

購買事業

ⅠⅠ.事業運営間接経費

ⅠⅢ.開発資本支出

ⅠⅤ.事業純収益

4,131,162

2,926,538

l,131,582

73
,042

3,908,038

44,615

178,509

3
,773,320

2,660
,599

1,033,179

79,542

3,053
,406

215,975

503,939

出典: SACDECO年次報告書

sACDECOでは､籾と米の価格情報の収集のため､中部ルソンのヌエバエシハ､ブ

ラカン､パンパンガ､パンガシナンの各州に市場調査員を派遣し,現地において籾の農

家庭先価格､精米の卸売り価格のモニタリングを独自に実施している｡調査は雨期と乾

期の収穫後を中心に行ない､組合員からの初の購入価格､籾と米の販売価格の決定のた

めの基礎資料として有効に利用している｡組合長からの聴き取りによれば､価格情報は

特に籾､米の流通業者との価格交渉に必要不可欠であり､タイムリーな価格情報の提供

サービスは､有料でも購入したいとの意向であった｡

農業省統計局(BAS)は価格情報の提供を行なっているが､
､マニラ市場の農産物価

格のモニタリング活動は､小売り価格が週3回､卸売り価格調査が週単位の公報に限ら

れ､生産者が必要とするタイムリーな価格情報提供は行なわれていない｡ BASの州事務

所が行なう農家庭先価格調査の結果は､ BAS本部の農産物価格分析課に提出の後､月別

に解析されている｡しかし解析結果の公報は行なわれていない｡

4.5 対象3州の農民組合の作物流通支援に対する意向

対象3州において農協組合関係者と､本計画調査に関する意見交換会を行った｡各

農協関係者ともに､ NFAによる初の購入量が､将来縮小される事(穀物生産振興計画に

ょれば､給生産量に対する購入規模を1993年の6%カ､ら､ 1998年には3%Lこ縮小)に対して､

NFAによる籾の購入の停止､市場価格の下落等､不安を表明している｡さらにNFAのこ

れまで行なってきた流通サービスに対する批判意見も出されている｡農民サイドから見

たNFAの活動上の課題は､以下の通り要約される｡
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- NFAの所有する倉庫､調整施設には遊休化している施設も見られ､これら施

設の有効な活用がなされていない｡

- NFAによる初の購入サービスは､ NFA倉庫貫いであり､輸送手段を持たない

組合には輸送費等の負担が大きい｡

- N下Aによる籾の購入は､品質基準が厳格であり､乾燥､精選の手段を持たな

い組合にとって､必ずしも流通業者が提示する価格と比較して有利と言えな

い｡

- NFAが実施している､収穫後処理､貯蔵施設の支援プログラム(NFA-JICA

post HaⅣet FacilityAssistance Program)で導入した､精米機のスペアパーツが

入手困難であり､機種が境地事情に必ずしも適応していない0

さらに市場価格の提供を含んだ本計画調査の構想について､以下の様な要望を受け

た｡

農業協同組合に対する加工流通に関する技術､資金の支援プログラムの強化｡

一 農協による､ NFAの所有する遊休施設の有効利用｡

一 収穫後処理､貯蔵施設の支援プログラム(NFA-JICAPostHazIVe[Facility

Assistance Program)の拡充｡

- 米以外の作物(イサベラ州/トウモロコシ､豆類､パンガシナン州/果樹､

野菜､ヌエバエシハ州/野菜)を取り込んだ洗通加工に対する支援強化｡

市場価格情報のタイムリーな提供｡

4.6 計画策走上の留意点

国家食糧庁(NFA)がアキノ政権の開始に伴い農業省の傘下に入り､さらに農業枕計

局(BAS)は農産物市場価格のモニタリング活動に着手し､その拡充を計画している○一

方､地方分権化政策の推進に伴い､ N下A､ BASの地方出先事務所と地方政府との間で､

支援施策推進のための体制作りが緊急課題となっている｡このような状況化において本

計画調査は､作物流通と市場情報室備に係わる改善策の提示に留まらず､フィリピン国

における穀物を主体とした価格､流通施策の将来的在り方を提示する目的を持ち､この

点に関する調査､解析に留意する必要がある｡
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対象とする3州はルソン島の穀倉地帯に属し､さらに最終市場マニラに対し,それ

ぞれ異なる市場立地条件下にある｡米､トウモロコシ等の穀類の収穫時期に関しては､

地域内外で差があり､市場-の物理的距離とともに､生産地の市場立地条件を規定する

要因となっている｡調査にあたっては､各州内外の市場立地条件について､多面的解析

を行ない､それぞれの特徴を明らかにする必要があるo さらに市場立地の上で不利とな

る条件に対し､生産者所得と消費者効用の両面の拡大を目的に､その対応策について具

体化する必要がある｡

プロジェクトファインデイング調査を通じて､農業協同組合による先進的市場流通

活動の事例､現在抱える流通活動上の諸問題,政府支援活動に対する要望等､限られた

時間内で現況把握に努めた｡本調査においては､ 3州の地域性を考慮し､標本調査を通

じた統計的現状把握が必要である｡

4.7 計画調査のスコープ

本計画では､ルソン島の主要穀倉地帯であるパンガシナン､イサベラ､ヌエバエシ

ハの3州を代表とし､政府による作物流通の適性化のための流通と市場情報サービスを

内容とした基本計画(BasicPlan)を作成する｡さらに作物流通と市場情報システムの整備

に係わる優先事業を選定し､それをモデル事業として計画する｡

作物流通および市場情報システム整備基本計画(BasicPlan)の内容としては､以下の

項目が必要と考えられる｡

1

2

3

(4)

(5)

(6)

(7)

流通および市場情報システム整備のための開発目標､開発戦略

基本開発項目,プログラム

作付多様化を考慮した基本開発計画(栄. [ウモロコシ流通基本計画､多用化

作物流通基本計画)

NFA､ BASの支援施策の強化基本計画

実施組織基本計画

10年間の開発実施基本計画

投資基本計画

基本計画にもとづき､適性な作物流通と市場情報システムの整備に係わる優先計画

は､ 3州の代表的地区(必要であれば主要消費地首都圏マニラ)から選定し､これをモデル

事業として計画する｡その内容として以下の項目が必要と考えられる0
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(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

総合開発基本構想

加工流通､運搬施設整備計画(NFAおよび組合所有の乾燥､調整､精米､貯

蔵､運搬施設)

市場情報ネットワーク施設整備計画(通信､コンピューター､公報施設)

施設運営､維持管理計画

優先計画の実施のためのNFA､ BAS組織強化計画

優先計画の実施のための農民組織強化計画

政府支援制度強化計画(加工流通に係わる技術指導､制度融資)

事業評価(事業費および便益､事業効果)

事業実施計画

本調査は､基本計画(BasicPlan)の策定に4.5カ月､優先計画を対象としたモデル事業

計画の策定から最終報告書提出までに9カ月､計13.5カ月の予定で行なう事が効率的と

考えられる｡
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添付資料-1 TOR(莱)
農業生産重点指定地区生産流通稔合開発計画調査

PROJ ECT PROPOSAL FOR

J APANESE GOVERNME=NT TECHNICAL A55ZSTANCE

01. PROJECT TIT工ノE

02. LOCATION

03. EXECUTING AGENCY

Coordl'n&tl'ng Agency

ZmpleD7eD t)'ng AgeLICl'es

CROP MARKETING

SYSTEMS PROJECT

Study

A封I) INFORMATION

(CMISP): Feasibility

Pangasinan Province (Region I),

Isabela Province (Region II), and

Nueva Ecija Province (Region Ill)

Depart.ment of Agriculture (DA)

Policy and Planning Group, DA

National Food Authority (打FA)

Bureau of Agricultural Statistics (BAS)

04. OBJECTIVES OF THE STUDY

The proposed study is irltended to provide TnOdel iL71PrOVelrleTlt Plans and

projects prior to the nationwide Crop Marketing and Information Systerns

Development in support of the government's Agro-Industrial Developtnent

Strategy in the MediuTn-Term Philippine Development Plan (MTPDP),

1993-199B. The study is Seared toward the attainment of rural poverty

alle-v･iation and activation of ruralsocio-economy through the establishment

of rational crop marketing and information systems, and by erllarging the

development benefits for both the farmer producers and the consumers･

Particular emphasis of the study shall be on:

ヰ.1 The formulation of a rational crop marketing and information system

in Pangasinan, Isabela and .Nueva
Ecija Provinces as model

improvement plans, specifically on the:



4.2

4.3

(a) effective utilization of NFA's e∑isting post-harvest and

marketing facilities as rural assen一bling markets and

processing centers joinヒ1y by farmers'organizations o1, their

federation and NFA;

(b) stl､engthening of BAS's production and price monito工､ing and

dissemination activities both for farmer p工､Odu?ers and

COnSumerS;

(c) increaseinf･armer producers7 bargaining powers, quality and

value added of products; and

(a) promotion of direct marluting systems from rural assembling

nlarlくetS tO the major･ terminal markets, big retailers,

consumers o工I e∑pOrtation.

Strengthening of government support services to farmers'

organizations for management of rural assembling mal,1くetS and

processing centers, and to corlSurnerS, SPeCifical1y on:

(a) technology tl･anSfe1･ On post-harvest, agro-processing,

iIIStitutional and entl･epl､eneし1rial slくills activities;

(b) provision of marketing information on production and prices;

and

(c) provision of a packag'e of incentives including c1･edit supports

fo工､ farmel.S'organization.

Identification of high priority projects and programs to establish

rationalcrop marketing and inforrrlation systems through the study,

and formulation of the priority projects and programs at feasibility

level, which include:

(a) rice and/o1､ corn based mat.keting projects;

(b) annual and peI､ennial crops'marketing projects;

(c) strengthening plans for ⅣFA's support service function on

crop marketing system; and

(d) stI,engthening plans for王∋AS)s production and price monitoring

and dissenlirlation activities.



05. BACKGROUNI) INFORMATION

J

5.1 ContTibutiorl Of Agricultural Sector to the Economy･ The

agriculヒural sector grew anりual1y at 2･2% on average over the

previous period of Medium-Terrn Philippine Development Plan,

1987-1992. It has contributed an annual average share of 23% to

Gross Domestic Product (GDP), generated mo1.e than. one thil.d of total

export. revenues, and directly employed 45% of labor force.

Two-thirds ()f the country's population reside in t.he rural_ areas are

either directly or indirectly depend on agriculture for their

livelihood.

5.2 Sociop-Economic Profile. Despi[e several policy- refoヱ､ms, the

productivity and income of majority of famle1･S and fisherfolks

remain llOW.工n 1988, 63% of rural households ヽ､･rere below the official

poverty line of 声2,061 (appl･○五imately $80) pel､ month. The rural

sector registered a higher incidence of poverty at 67% compa'red to

the 57o/o in the urban sector. The rural-urban inequality has

worsened over time with the ratio of average family ruralincorne to

its■ urban income declining
･from

0.67 in 1975 to 0.47 in 1988･ In

recent yeal､S, more than 89% of farming households were categorized

as belonging to the lower 30% income bra.cket.

5.3 Production Perfo工･manCe, Issues and Const工･aints. Agricultural

outptlt peI､ Capita declined in 1980s compared

remained rather stagnant in the past decade.

to ヒhe 1970s and has

Rice production grew

at an ave工､age of 2.8% annua11y from 1970 to

average ratle was 5o/o annually in 1970s, the

increases fell to 2% annua11y in the 1980s

incTeaSed'by 3% dul,in宣 the same period.

1990. Although the

rate. of production

while consumption

Corn productio上ュincreased at an a凸nual王,ate Of 3.9% from 19L74 to

1989 vhen total production reached 4.5 million tons･ However,

coconut p1･Oduction in cop1･a terms registered an erratic trend and

declined by 0.5o/. annually from 2.2 million tons in 1975 to i.8B mi11ion



tons in 1989. Ra､v, stl.宅ar Production ave1･aged 1.88 rllillion tons

annually during the last ten crop years. It decreased by 3% from

2.31 million tons in 1980-81 to i.75 million in 1989-90.

The crop subsector grew at 1.42% and contributed more than half of

ail:iculturalgross value added (GVA) Over the previous plan period

of 1987- 1992. Livestock and poultry were the 7110St rapidly growing

subsectors (6.6 and 12.4%, respectively), despite their low shal,eS in

agriculturalGVA (9.9% and 6.7%, respectively). Fishery posted an

annual average glrowth rate of 1.9% and forestry 1､egistered a.

negative a.nnual average growth of 7.3%.

The specific problenlS and constraints for Tuajor crops are as follows:

(a) Rice

(b) Corn

Inability of farnlerS tO Procure inputs necessa.ry for

increased productiorl;

Unavailability, low level of use, misrllanagement, and hig'h

cost of inputs, i.e. fertilizers, pesticide, farm equipment

and machinery;

Lack of credit and financial assistaTICe;

Ⅰ,aclこ Of critical support infrastructure,･ i.e. irrigation,

transport and commtlnication, posトharvest, storage, and

processing;

Inadequate fun°ing for reseal･Ch and extension; and

Insufficient governmenヒ support service in the

marketing of rice.

High post-harvest losses and shipping & transport

bottlenecks;

Loヽv' productivity- of corn fal,ming; and

Shortage of pl,Oduction financing or credit.

(c) coconut

Declining productivity of cocontlt trees and pooⅠ､ cop上.a

quality,I

Loヽ､. inconle in the coconuヒ fal･ming sectors;

Inadequate funding support for a宕ro-industrial R&.D; and

Lack of intensified market deveiop711ent and e_ypansion

program.
'



(d ) 旦旦星旦∑

Limited sugarcane. alle且;

Low productivity and poor sugar quality;

Lack of and high cost of financing assistance; and

Decreasing government fun°ing for R&D･

(e) 出

(f)

5.4

LTnavailability of superior varieties;

LTnavailability and high cost of inputs;

LirrLited posトharvest technology at the village level;

Lack of financing assistance;

Inefficient. marketing and distribution system; and

Ineffective research, training and extension･

IJivestock

Inefficient animal management and lack of bLleeding'

animdユs;

prevalence of diseases aIュd pooⅠ､ nutrition;

High cost and poor quality of feeds;

poor transport and marketing facilities; and

lnadequate support se1･Vices and lack of available credit･

Medium-Term Philippine Development Plan (MTPDP)i 1993-1998･ The

MTPI)P Repo1･t reviews that the past developlnent Plan treated the

agriculture and industry sectors as separate sectorsl resulting ln an

agl､icultul､e Sector donlinated by the production of primary products

and an industry sector dornirlated by import-dependent

manufacturing and processing industriesI With no structuralshifts

occurring ln either ovel･ tinle･ The MTPDP concludes agriculture arid

industry TnuSt be treated under a cornrt-on framework in order to

emphasize the linlくS bet､ヾeen them･

The Plan fo1･ agrO-industrial sector in the MTPDP, 1993-1998 is

geared to､､rards the attainment of the follo､､ring nlajor goals:

(a) Industrial restructurin.g for ■worldwide competitiveness and

e:{panded production of goods and services for the domestic

and export markets;



5.5

(pb) strong productive and ecologically sound links between

agriculture and industry; and

(c) Increasing inconleS, Productivity and access to i■eSOurCeS

among small entl､epreneurS】 farnlerS and fisherfolks･

The following five (5) specific objectives for agro-indulstrial sector

are listed up in the Plan:

(a) Rural industrialization including the dispersal of industl､ies to

regions outside of the National CapitalRegion (NCIR);

(b) speedy and effective implernentation of the Compreh占nsive

Agrarian Reform PllOgram (CARP);

(c) Rehabihtation and sustainable utilization of the country's

natural resources;

(d) Modernization of the production sectors through technology

upgrading; and

(e) Economic empolt,erTnent Of men and women workel,S and

employel､S aS partners in the developrnenL pI'OCeSS･

Gross value added (GVA) of the agl､icultural secto1･ Shall grow

anntlallv at an average of 4･0% Over the ‾plan peI､iod) with a rising

trend. The Plan aims at self-sufficiency of paddy and corn at the

level of 12 rnillion tons and 7 million tons respectively by 1997/98.

Medium-Term AgriculturalDevelopment Plan for 1993-1995･ For the

achieveTllent Of the Plan's objectives and targets, the DA prepares

the Key Production Areas and Programs under the Medium-Term

Agricultural Development Plan･ The approach in the Eey Production

Areas and Pr,ograms identifies ce工､tain priority areas which are best

suited for specific products based on the_ agro-climatic. suitability

and the availability of nlarkets, and would ensure the efficient

utilization of scare resources. Government support ヽヾould then be

focused in these priority areas in order to remove the bottlenecks

that impede competitiveness in the production and to realize the best

returns on the farmersl investment. DA envisions that rice and corn

could intensively be produced in a1･Ound i.2 million hectares and O･7



million hectares respectively identified as best suited for the

production. Around 1･8 million hectares as best suited for pasture

could be used for livestock raising and 1･3mi11ion hectares for cash

and coI℃Ⅲlel,Cial cI､OpS.

Rice Key Grain Areas in 1･2 million hectares of irrigated rice land

are located in the 34 pl-OVinces including PangasinanI Isa･bela and

Nueva Ecija Provinces. Corn Tてey Grain Areas in O･7mi11ion hectares

are idenヒified in 17 provinces including Pangasinan a･nd 工sabela

provinces･ Key Pt､oduction Areas for li､′estoclくand cash crops cover

3■7 provinces including the objective
three provinces･

The GI･ains

1993/94 to

o工､del､ tO (a)

requil,ed to

production Enhancement Program (GPEP) for the period

1997/98 will be provided to these Key Grain Areas in

increase and sustain工､ice and corn production at levels

meet the country's need; (b) stabilize the prices at

1evels equitable to both produce1･S and consumers', and (c) ensure

the productivity and profitability of rice and corn farming over the

long term. The Program covers: (a) rice and corn seed su'bsidy; (b)

increased fertilizell usage through lowering fertilizer prices and

pron10ting the use of organic fertilizer; (c) infrastructure -(irrigaヒion,

post-harvest, and transportation) support; (a) market and

inforn-ation suppo1､t･, (e) technology and training support; and (f)

financial support･ The paddy yield will be increased from 3･5

tons/hectare in 1993/94 to 5.0 tons/hectare in 1997/98 and corn yield

will be froTn 3.25 tons/hectare to 5.0 tons/hectare.

5.6 Market Support Services of NFA and BAS

NFA's AcIL･11vl'tl'es. The Na.tional Food Authority (NFA) has promoted

the inヒegrated growth and development of food industry
to ruake it

ca･pable of providing adequate and stable grains supply to meet the

growing requiI､en-entS Of the nation･ In addition】 the NFA is tasked

to advise a system for regularly obtaining information pertinent to



the grains industry･ Argument andmisunderstandings on NFA)s

role, bし1dget, privatizationl etC･〉 have been nlade since the last

Medium-Term Plan. While it is obvious there are no objections

against necessity on food marketing improvement and the government

suppol,t Services both for farmers and consumers･ The Govel､nment

of the Philippines maintains the NFA as a･ food security agenc3'-

mandated to stabilize grains supply and prices･ Th.e NFA〉s plan in

1992-1998 is £eared towards the attainmenヒof the following nlaJOr

objectives:

(a) 地

Improve NFA's image and delivel､ efficienヒ serヽrices
to

the public;

Reorient the NFA organization to be more responsible to

the needs frorn farmers, consumers, poultry a･nd hog

raisers, rnillers, retailers, etc.; and

lmprove networking wi,ヒh other agencies to nlaXin-ize

efficiency within the limited resources;

(b) 吐出

Establish a climate conducive to more private sector

participation;

Establish a new system of buffer stock management;

Restl､uCture the ⅣFA's financial accounts and establish

a more viable funding scheme for its operations;

Institutionalize a systeTn Whereby mal･keting of NFA

stocks will be able to regularly sustain and provide for

NFA's financialrequirements;

sustain the releva.nce of the services being provided by

the NFA to the food sector with the end-view of

transforming NFA into a service Agency; and

βustain 血plelnentation of site specific Project

self-Reliance (-PSR) to assure project viability.

The NFA will continue its rice and corn procurement and distribution

activities to help stabilize farmgate, wholesale, a.nd retail prices･

During the period 1993/94 to 1997/98, its palay procuremenヒvill be

scaled do1､-n fronl about 6% of total production
to 3% in 1998. In

1993 and 1994, 120,900 tons of corn will be bought, while corn



procurement ､･v･ill be ceased in 1995･ The NFA will focus its palay

procurement in Rice Key Grains Areas･

The Prc'ject Self-Reliance (PSR) will be promoted under the following

support sel･Vices and concepts to farmer cooperatives and

federations:

(a) 幽旦

provide technical assistance in production;

Facilitate the acquisition of seeds and fertilizers･

(b)

(c)

National Food Authority

Make available
亡o

facilities for their

･
farmer organizations

use at a fee based on

the NFAJs

prevailing

market rates;

provide training on post-harvest technology'

institし1tional and entrepreneurial skills;

provide nlarketing inforロ-1ation and othell SuppOI･t

services; and

Allov the free play of market forces by suspending the

NFA)s gra･ins buying and selling operations
in the area･

Land Banュ(

provide the farTner O1,ganizations, stlbjectヒo
its lending

policies and procedures) the necessary financial suppoI't

needed to effect the implementatioユーOf
Ps又; and

provide training in the area of financialmanagement･

The PSR is implemented both at the municipal level (in Mu員oz, Nueva

Ecija) and at the provincial1evel (in Davao Norte) at present･ The

NFA is preparing site specific development plans for PSR at the

fo11oヽヾing potential areas and provinces:

a)
b)

c)

d)

e)
f)

g)

h)

i)

Region I

Region II

ReglOn II工

Region ＼J

ReglOn VI

ReglOn VII

ReglOn 冗

Region XI

Region XII

pangasinan, Concepcion/Tarlac;

Isabela;

Nueva Ecija, CandabaJPampanga, Bulacan;

Cama工,ines Sur, Albay, Sorsogon;

Aklan, Antique】 Negl,OS Occidental;

Boho1;

Agusan Norte, Agusan Sup;

surigao Sur, Koronadol/South Cotabato; and

North Cotabato.



BAS's Actl'vl'tl'es. The Bureau of Agricultural Statistics (BAS) is the

governTnent
's
official source of agricultural statistics. BAS has

been tasked to collect, conlpile and release all agricultu工､al statistics

including fishery and other related fields. These statistics are

immediately used by BAS in the prepa.ration of a quarterly

performance report in agriculttlre. Other uses are for agricultural

policy making, formulation of plans and programs, and information

disse□1inatio11 tO the public.

ArllOng the staff agencies ofヒhe DA, only the BAS was not devolved

when the implementation of the Local Government Code went into

effect. Therefore, the BAS has retained its provincial offices but

has lost the potential strength in coordinating with fornler DA

technicians in rnonitoring lower level (i.e. municipal) statistics.

Existing marketing information service of the BAS covers the

following. types of information:

(a)

(b)

Price InforTnation: Retail price collection occurs several times

per week; wholesale commodity and livestock price collection

occurs weelく1y; and farmgate and irlPut Prices are collected on

a monthly basis. The provincial offices dissemilュate工､etail and

v{holesale prices of import local agricultural comTnOdities

imrnediately over the local cooperating ra.dio station. Sixteen

provinces, usually the regional seats use SSB radio links to

the BAS Central 0ff･ice to

incltlSion in a national price

Production Information:

represents the other Trlajor

transmit some priority data for

pし1blication.

This

area of

emphasis on regular palay, corn

surveys Which are undertaken

Production of a sizeable number of

than a hしIndred) al､e estimated

somewhat subjective methodology.

for improvement of the methodology

always been limited.

category of info1･mat.ion

activity for the BAS with

and livestock producヒion

on a quarte工､1y basis.

other crops (about more

semestral1y following a

There is a public clamor

but the BAS budget has

(c) 墨土地 The BAS data on stock and

inventories cover households and some commercial stocks held

10



bymi1ls, processing plants and major traders, especially for

corn and palay as well as estimates of on-farm- livestock

populations. The BAS receives and processes these

information on a quarterly basis.

A common criticism of the BAS's current agricultural rnarketing

information system, according. to farmers and market intermediaries

is its inability to assist them in planning their current and upcoming

production and marketing activities. In response, efforts were

initiated to irrlPrOVe the current system with financialand technical

assistarlCe from the USAID. Thus, almost all the BAS provincial

offices have been equipped lヾith a personal conlpし1ter and SSB 1-adio

transceiヽ′er.

ITnPrOVement efforts were errlbodied in an AGMARIS concept wherein

the systeⅢ1S design is tailor一皿ade fo‡, a pl､○Vince based on findings

of a six･ to eight weeks' research called Marketing and Information

Needs Assessmenヒ(トⅠINA). This high budget preparation has a_llowed

for the establishment of AGMARIS in ll sites which have direct

access to national seaports through which there is heavy

concentration of interregional traffic of agricultural commodities.

Thus, except for Metro Manila, the ten other sites are in the Visayas

and Mindanao reglOnS. Moreover, as a launching phase, infomlation

covers wholesale and retail prices of key aglricultural commodities of

a province and market conditions.

An important lesson that the BAS has lea1･ned in the MINA is that

commodity marketing systems vary per location and that the

research has'been a very appropriate tool for designing a location-

specific AG◆ト1ARIS. In addition, research findings have been very

useful to other users such as the local government units for

identificatio王1 0f project ideas.

Considering the loヽt, priority being given to agricultul,al statistics

and information in the nationa,1 budget, the Departrnent of

ll



Agriculture has resorted to fol､eign donors either to be able to

undertake developrnental efforts in improving e∑isting systems or

l

actually implernent national projects
following a phased appl,OaCh

such as the AGMARIS for example.

06. NECESSITY OF TIiE PLAN

6.1 Price fluctuation is still a serious probleTn for mairltenanCe and

irnprovement of livelihood not only for farmer producers but also fol.

consurners. The government has impleTnented several support

services to 1､ealize a stable supply of food grains. NFA has played

a most c1･itical role through direct procurement and distribution

activities.
_At
present the gore.rnnlerlt have to choose a wa5,, Ivrhich

is less govel､nnlent direct inteI-Ventions and Ⅲ1Ore pしIblic participation

in order to realize adequate and stable gllairlS Supply. The Project

Self-Reliance (PSR) is an initiation to realize the above way of

policy.

Two pilot projects under PSR have been implemented irl the

Philippine. Tbrough the monitoring of two PSRs, the following

problems are obse工lVed in the farmeI- COOpeI､atives and federations:

(a)

(b)

6.2

Insufficient working capital to procure palay;

Shoュ,乞age and insufficient posトhal,Vest facilities for し1Se Of

皿Ore member farmers;

(c) Shortage of outlet especially during harvesting seasons;

(d) Lack of communication facilities and market information for the

tiTrlely
Land.speedy

handling and Trla工､keting; and

(e) shortage of management and posトharvest technologies.

In addition to the above internal constraints of PSR o1･ganiza.tions,

the following e)こternalproblems are pointed out:

12



6.3

(a) Any farnlerS and groups in the PSR area could not be covel､ed

by the PSR. This means that the governTrlent could not

support any- farmellS through the PSR･

(b) The PSR organization should compete with other private

traders and processors in credit service) price and quality of

product. While the PSR organization cc,uld not facilitate all of

services to member farmers. This is one of the reasons for a

less coverage of farmer participation in PSR･

(c) The marketing information service is most behind compared

with other government support services･ There are frequent

monitoring and dissemination activities in Metro Manila】 while

these al､e not utilized for farmer producers effectively.

(d) The PSR concept entails minimal or complete stoppage of NFA

ma.rket intervention. While it is observed that the PSR

cooperatives could not act as a stabilizing factor･

(e) T･he present PSR covers solely food grains･ Multiplication of

psR organization ･3LCtiviじies
to other crops will be effective to

utilize post-harvest facilities inal1 the year round and enlarge

m■embers' incomes.

For the realization of rational crop Tnarketing and information

systems as well as adequate impleTrlentation of PSR) more integrated

investigations on the prese`nt PSR trial proJeCtSI COnStrainヒs of

processing and marketing activities from the viewpoint of farmersl

and necessary suplnrt Services are urgently required･ These

studies will be indispensable for fomlulation of adequaじe policy

measures, realization of stable supply and pT-･i･ces) irnplementation of

adequate projects and pros.rams, establishn-ent of rational crop

mat,keting and infornlation systenlS Over the long term･ It appears

thaヒ the country encounters some difficulties in executing such

developmerlt Studies due to inadecluaCY Of GovernDlent resources and

existing fragTnented efforts. The Governnlent, therefore, would like

to request the governnlent Of Japan to extend the technical

assistance for maldng feasib'ility studies for three objective

proviIヽCeS and areas concerned.

13



07. PROPOSED APPROAC土I AND METIiODOLOGY

The Study will be conducted in two (2) phases:

7.1 Phase I will involve a general review and assessment of the crop

marketing situation in the objective three provinces ; Pang'asinan'

Isabela and Nueva Ecija ; those situation in Luzon lsland, and the

governn-ent agro-processing) Tnarketing and infornlation support

services for palay, cornl and other annualand perennial diversified

crops･ ･The assessment will cover the present a宕ro-processing and

marketing situation including the identification of major COnStraints

and development potentials･ These will inclしide a review of existing

policies and related studies and projects, present state-of arts on

agl,○-pl.OCeSSing and ma1七etingl gOVernrnent information services'and

producers) and consumersl marketing activities･

The review and assessment shall lead to the formulation of Basic

plan for crop marketing in一prOVerrlent and the direction of

governTnent marlくeting and information■services･ The Basic Plan vil上

contain the following:

(a) The proposed policy measures to addlleSS POlicy gaps that

have been identified in the 工､eView;

(b) Development strategies designed to operationalize the Plan and

these will include strategies to increase public sector

investment in the rural area as well as farmer groups)

investment;

(c)･ Area-specific and commodity-specific development requirements

in terms of crop handling) processing) storage) mal､1くeting'

organization, and government stlppOrt Services;

(d) Estimates of the financia.1 requirements including cost-benefit

analysis; and

(e) proposed prog工､am, p工､Ojects and institutional suppc工､t

mechanism.

14



08.

7.2 Phase II will involve the pI､epal､ation of feasibility studies for the

identified priority programs and projects that will
be in-plemented in

the selected priority areas in the objective provinces, if necessary

in Metro Manila. The criteria for selecting Land prioritizing shall be

established.

PROPOSE.D SCOPE OF WORl(

The scope of.work for the two (2) Phases are as follows:

8.1 phase I : Crop Marketing Survey and Formulation of a Basic Plan

for Establishment of Crop MarkeLing and lnfortnation

Systems

(a) co11ection of the following data and infoI､mation related to cl､Op

mal11(eting sittlation in the objective pl､○Vinces and/or al､ea Of

COnCeI､n:

area-specific natural environment regarding climate,

topography and soil to clarify agricultural production

and posトharヽ′est condition;

area-specific fal･ming system and productivity;

commodity-specific post-harvest and marketing activities;

commodity- and area-specific rna.rketing flow and channel

from producing areas to terminal markets and

COnSumerS;

post-harvest and marketing cc,sts by stage of channel;

farmers' organization (cooperative ) and their

post-harvest and rnarketing activities;

traders' marketing activities by stage of cha.nnel;

inventory of post-harvest and nlarketing facilities; and

government crop marketing support services such as

research and development, e‡tension and training,

procureTnent and distribution, credit supply, etc･

(b) AssessⅢ1ent Of area- and conl皿Odity-specific nlarl(eting siLuation

from:

demand and supply aspect by style and grade of

conlmOdities;

technical aspect on post-harvest, processing, storage

and .transportation activities;

15



financial aspect on investment) operation and

ma･intenance cost, marl工eting cost) interesヒ) etc･; and

institutional aspect on farmer producers, processors'

traders, consuTl-erSI and government support agencies･

(c) Assessment of crop marketing development constraints from

ヒhe vie＼･ヾpoint of producers and constlmerS･

(a) Identification of development directions to realize rational crop

marketing and irlformation systems covering:

producers'organization and activities;

consunleI,S' participation; and

I､eqし1ired government support services･

(e) FoI,mulation of a Basic Plan fo王､ Establi･shment of Cl.Op

Marketing and lnformation Systems covering:

proposed policy measures and related lleCOmmendations;

development ta‡,gets and

improvement and market

the DA's crop production

internal and external

st工･ategies for crop mal･keting

information services lbased
on

plan;

linkages with participating

agencies/ offices;

formulation and classification of sub-projects/programs

under the objective provinces and/or area of concern

by scale and type of the investment, and for

government agerlCies;

setting-up the 7rtyplCal TllOdel plans= for rational cl､OP

marketing and infomlation systems covering rice and/or
corn based Trlarketing projects, and annual and

perennial crops' marketing projects talこing crop

diversification into considerat,ion;

strengthening plans for NFA's support service functions

on c工､OP mal､keting a.nd infomlation systems;

strengthening plans for BASIs monitoring' and

dissemination activities on crop pI:Oduction and prices;

setting-up the organiza.tional sLrengthening plan as

iLnstitutional plans fol･ NFA and BAS;

development programs for 10 years covering the above

plans including government support services; and

financial requirement for 亡he developnlen‾ヒprograms･
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09.

8.2 Phase II: Feasibility Studies on Representative Projects and

Progra皿S

(a) Establishment and formulation of a set of criteria fol･ Selecting

and p工.ioritizing programs and pI.Ojects
identified in a Basic

plan for Establishment of Crop Marketing and Information

Systems,

(b) Selection of high priority projects/programs
to establish

ra.tional crop ruarketing and information systems･

(c) Feasibility studies on high priority projects/programs

COVerlng:

rice and/or
corn ba,sed marketing projects;

annual and perennial crops' marketing projects',

strengthening plans for NFA's support service functions

on crop maI･1(eting and information systems; and

st工､engthening plans fo上, BAS's monitoring and

dissenlina七ion activities on c工･Op pl,Oduction and prices.

EXPl∃CTEI) 0ロTpUT

The fo1‾lowing are e_7;PeCted outputs by the Crop Marketing and ln･fo1,nlation

Systems Project:

9.1 Assessment of area- and coTnTnOdity-specific marketing situation;

9.2 Basic Plan for Establishment of Crop Marketing and Information

Systems covering:

a)

b)

c)

d)

(e

Development targets and strategies;

Internal and e)こternalorganizational1inkages;

Suトprojects/programs by scale and ･typ? of
the investnlent;

Typical model plans for rational crop marketing and

inforTnation systeTnS;

Strengthening plans for support service functions of NFA and

BAS;

(f) organiza.tional strengthening plan as institutional plans for

NFA and BAS;
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10.

ll.

(g) Developrnent programs for 10 years; and

(h) Financial requirement for the developnlent programs.

9･3 Feasibility studies on representative model projects/programs

COVerlng:

(a) Rice
and/or corn based marketing projects;

(b) Annual and perennialcrops'marketing projects;

(c) strengthening plans for NFA's support service functions on

crop marketing and information systems; and

(d) stl,engthening plans for BAS's rnonitoring and dissemination

activities on crop production and prices.

EXPERTISE INPUT

The following experts and engineers will be required for executing the

study:

(a)

(b)

(c)

(d)

(e)

(f)

(g)

(h)

Regional Developmen亡 Planner

Agronomist

Posトharvest Specialist

Communication and lnformation Specialist

Facility Design Engineer

A宕ro-Economist/Marketing Specialist

lnstitutional Expert

Project Economist

STUDY SCIIEDULE

The study sha･11 be carried out fol･ a. duration of 13.5 months after its

coTnmenCement and be divided into the following phases:

ll.1 phase I : Crop Marketing Survey and Formulation of a Basic Plan

for Establishment of Crop Marketing and Information

Systems (4.5 months);
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ll.2 Pbase II :

12.

13.

Feasibility Studies on Representative Sub-Projects and

Programs (9 months)

REPORT TO BE PREPAREI)

The following reports shall

the peI,主od specified below:

12･1 Plan of Operation

12･2 Progress Report-Ⅰ

12･3 Progress Report-ⅠⅠ

12･4 Interim Report

12･5 Draft Final Repo1､t

12･6 Final Report

be prepared in the course of the Study within

not later than one (1) month froⅢl

commencement of the Study

not later than three and a half (3.5)

months from commencement of the

Study

not later than four and a half (4.5)

months from commencement of the

Study

not later than nine (9)皿On亡hs f工､Onl

commencement of the Study

not later than ll

commenceⅡ1ent Of the

not later than 13.5

commencement of the

months -
fI､○Ill

Study

months from

Study

RESPONSIBILITY OF TfIE GOVERNMENT

1311 The DA shall provide the Study Team with the followingl if

necessary, in cooperation with other agencies concerned:

(a) Available data and infoI･ma亡ion related to the Study;

(b) counterpart personnel;
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(c) Suitable office space with necessary eqLuPment in Metro

Manila; and

(d) credentials or identification cards to the menlber of the Study

Team.

13･2 Whenever necessary, the DA shall make arrangements with other

concerned a,gencies, at its own expense,inorder to:

(a) secure the safety of the Study Team;

(b) permit the member of the Study Team to enter, leave and

sojourn in the Philippines for the duration of their assignment

thel,ein;

(c) Exempt the member of the Study Yearn from taxes, duties, fees

and other charges of equipment, machinery and othell materials

to be brought into the Philippines for conduct of the Study;

(d) Exempt the member of the Study Team from income tax and

charges of any kind imposed on or in connection with any

emolument oral1owance paid to the member of the Study Team

for his/hell Services in connection with the implenlentation of

the Study;

(e) provide necessary facilities to the member of the Study Team

for remittance as well as utilization of the funds brought i'nto

the Philippines from Japan in connection with the

irnpleTrlentation of the Study;

.
(f) secure permission for entry into private p1､OPerties or

1-eStricted areas for the conduct of the Study;

(g) secure permission to take all data. and docurnerltS (including

photographs) related to the Study out of the Philippines to

Japan by the Study Tearn ; and

(h) provide medical services as needed and expenses for such will

be chargeable against the member of the Study Team.
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Figure 1 PROPOSEI) WORK SCIIEDULE

CROP MARKETING AND INFORMATION SYSTEMS PROJECT･ CMISP

I)ESCRmON I 2 3 4 5 6 7･ 8 9 10 ll 12 13 14

1･PreparatoryWork

2･PHASE-1:CropmarketingSurveyandFormulationof

BasicPlanforEstablishmentof

CropMarketingandhformationSystem

(1)DataCollectionandSitehvestigation

(2)AssessmentofArea-andCommodity-Speci丘c
MarketingSitutationandDevelopmentConstraints

(3)IdentificationofDevelopmentDirections

(4)FormulationofBasicPlanforEstablishmentof
Crop旭rketingandlnformationsystems

(:;:;: ;三ヨ

3･PtIASE-2:FeasibilityStudieson

Representative叫ectsandn･ograms
inthreeProvincesandAreaConcern

(1)Selectionof江ighPriorityandRepI℃Sentative打ojects
and打ograms

(2)SiteSurveyandI)ataCollectionforFeasibilityStudies

(3)FormulationofFeasibilityShdiesontheRepresentative
Model打ojectsandn.ograms

41Reportstobeprepared

(1)PlanofOperation
(2)ProgressReportNo･1&No･2

(3)InterimReport
(4)Dm氏FinalReport

(5)FinalReport

▲

▲ ▲

▲
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添付資料-1 TOR(莱)
作物流通および市場涜通整備計画調査

PROJ ECT PROPOSAL FOR

J APANESE GOVERNMENT TEC=N工CAL ASS工STANCE

01. PRO､JECT TITL∈

02. LOCATION

03. EXECUTING AGENCY

Coord7'nat7'ng
J49enCy

:

Zmp lement 7'n9 A9enC7'es:

INTEGRATED PRODUCTION TO HARKETING

DEVELOPMENT PROJECT FOR SELECTED KEY

PRODUCTION AREAS (IPMDP) :

Feasibility Study

Pangasinan Province (Region 1)
[F(7'ce Key Gra7'n Model Area];

camarines■sur province (Region 5)

[Corn Key Gra71n Hode7 Area]; and
Negros Oriental Province (Region 7);

[Commerc7'a7 Crop Model Area}

Department of Agrlculture (DA)

Pollcy and Plannlng Group, DA

Bureau of Agrlcultural Resear.ch

(BAR),
Bur'eau of Soi一s and Water Management

(BSWM),

Nationa一 Irrlgation Administration

(NIA),
Other re一ated a9enCles under DA-, and

Local Government Unlts (LGUs)

04. OBJECTIVES OF THE STUDY

The proposed stリdy is intended to pro＼バde model improvement

projects/programs prlor to the Nationwlde Integrated

Productlon to Marketing Development under the Key Production

Areas and Programs うn support of the Agro-Industrial

Development Strategy ln the Medium-Term Philipplne Development

Plan (MTPDP), 1993-1998. The study ls 9eared toward the

attainment of rural poverty allevlation and creation of

healthy and attractlve rural socioleCOnOmy through provlslon



of integrated support services from production to marketing.

Partうcular emphasls of the study sha一l be on:
r

4.1 Formulatうon of integrated productlon to marketlng

development projects COVerうng productlon enhancement,

rural marketing improvement, and promotion of agro-

processing actlvities ln the selected Key Production

A｢eas in Pangaslnan, Camarうnes Sur (if there ls no peace

and order problems) and Negros Oriental Provinces as

model lmprovement p一ans, speclflcall.y on:

(a) promotうon of Key Production Areas and Programs in

the Medlum一丁erm Ag｢1cultural Deve一opment P一an

through lntegrated approach from productうon to

marketうng;

(b) 1ncrease in farmer producers' productivity and

bargalning powers, qua11ty and value added of

products, and farmer producers' 1ncome; and

(c) creatlon of prototype integrated projects and

programs for rice, corn and commercial crop based

Key Production Areas to expand slmlla｢ proJeCt

activlties in other areas.

4･2 Strengthenlng of DA's support services through provision

of p｢oductlon, rural ma｢ketlng and othe｢ suppo｢t

facilうtles in the Key Production Areas, speclfically on:

(a) provlslon of

conservation,

farm machinery

(b) provlsうon of

facilitles to

approprlate measures for soう1

1rrlgation and field facilitうes, and

to increase productivity;

agro-processing and marketうng

reduce post-harvest つosses and to

incr-ease quality and value added oT- products;

(c) provうsうon of market deve一opment roads to improve

market accessibllity;

(d) technology transfer on production, post-harvest,

agro-processing, instうtutうonal and entrepreneuria7

ski11s actlvitles ; and



(e) provlsion of a package of

credlt supports for fa｢mers'

1ncentives includlng

organization.

4.3 Identiflcatlon of hlgh prlorlty projects / programs for the

Key Productlon Areas ln Pangasinan, Camarlnes Sur and Negros

orlental Provlnces through the study, and formulation of the

model projects / programs at feasibility■1evel, which include:

a

b

C

d

rice based project,S ln Pangasinan Provlnce;

corn based projects in Camarlnes Sur Provlnce ;

commercia一 crop based projects in Negros Oriental ; and

strengthenlng p一ans for DA's support service function on

integrated productlon to marketing improvement.

05. BACKGROUND INFORMATION

5.1 Contribution of the Agricultural Sector to the Economy.

The agrlcultural sector gre＼々 annua11y at 2.2% on average

o>er the previous period of Medlum一丁erm Phlllpplne

Development Plan, 1987-1992. It has contributed an

annual average share of 23% to Gross Domestic

(GDP), generated more than one third of total

revenues, and dlrectly employed 45% of labor

Two-thlrds of the country's population reside

Product

export

force.

1n the

rural areas are elther dlrectly or lndlrectly depend on

agriculture for thelr livelihood.

5.2 Socio-Economic Proflle. Despite several pollcy reforms,

the productivl'ty and income of maJOrl'ty of farmer-s and

flsherfolks remain low. In 1988, 63%of rural households

were below the offlcial poverty llne of - P 2,061

(approxlmately $80) per month. The rura一 sector

reglstered a hlgher incidence of poverty at 67% compared

to the 57% 1n the urban sector. The rural-urban

inequallty has worsened over time wlth the ｢atlo of

′I

J



average fami一y rural 1ncome to lts urban income declinlng

from o.67 1n 1975 to 0.47 1n 1988. In recent years, more

∫

than B9% of farming househo一ds were categorlzed as

belonglng tO the lower 30% income bracket.

5･3 Production performance, Issues
-and

Constraints.

Agrlcultural output per caplta decllned in 1980s compared

to the 1970s and has remalned rather stagnant in the past

decade. Rice production grew at an average of 2.8%

annually from 1970 to 1990. Although the average rate

was 5?o' annually in 1970s, the rate of production

lncreases fe11 to 2% annually in the 1980s whlle

consumptlon うncreased by 3% durlng the same per･iod.

Corn productlon lncreased at an annual rate of 3.9% from

1974 to て989 when total productlon reached 4.5 million

tons. However, coconut productlon ln copra terms

reglStered an er｢atlc trend and declined by 0.5% annually

from 2.2 ml111on tons ln 1975 to 1.88 mlllion tons in

1989･ Raw sugar produc･tion averaged 1.88 mll11on tons

annually during the 7ast ten crop years. It decreased by

3oA from 2.31 million tons ln 1980-81 to 1.75 ml111on ln

1989-90.

The crop subsector grevl at l･42% and contrlbuted

than half of agricultural gross value added (GVA)

the prevlous p一an period of 1987-1992. Livestock

poultry wer占the most rapidly growin9 Subsectors (6.6

12.4%, respectiレely), desplte their 一ow shares

mO｢e

OVer

and

and

in

agricultural GVA‾(9.9% and 6.7%, respective一y). FIshery

posted an annua7 average growth rate of 1.9% and forestry

｢eglSte｢ed a negatlve annua一 average growth of 7.3%,

The speclflc problems and constraints for rice and corn

are as follows:



(a) RIce

(b) corn

Inablllty of farmers

necessary for lncreased

Unavallablllty, low

mlsmanagement, and hうgh

fertlllzers, pesticうde,

machinery;

to procure lnputs

production;

1evel of ,
use,

cost of lnputs, i.e.

fa｢m equlPment and

Lack of credit and financlal assistance;

Lack of critical support infrastructure, i.e.

irrlgatlon, transport and communlcatlon,

post-harvest, storage, and processlng;

Inadequate funding for research and extension;

and

Insufficient government support ser･vice ln the

marketing of rlce.

High post-harvest つosses, and shipplng and

t｢anspo｢t bott一enecks;

Low productivlty of corn farming; and

Shortage of production flnanclng or c｢edlt.

5.4 Medium-Term

1993-1998.

Philippln? Development Plan (MTPDP),

The MTPDP Report reviews that the past

development plan treated the agrlculture and lndustry

sectors as separate sectors, resultln9 in an agriculture

sector dominated by the productうon of prlmary products

and an lndustry sector domlnated by import-dependent

manufacturing and processlng lndustrles, with no

structural shifts occurring in elther over tlme. The

MTPDP concl⊥udes agrlculture and industry must be treated

under a common framework ln order to-emphaslze the llnks

between them.

The Plan for agro-industrlal sector ln the MTPDP,

1993-1998 is geared towards the attalnment of the

following major goals:



(a) Industrlal restructuring
for worldwlde

competitiveness and expanded productlon of goods

and servlces for the domestic and export markets;

(c) strong productlve and ecologlcally

between agrlculture and lndustry; and

(d) Increasing incomes,

resou｢ces among small

flsherfolks.

The followlng

a9rO-1ndustrlal

productivity and

ent｢ep｢eneu｢s,

flve (5)

secto｢ a｢e

(a) Rura1 1ndustrlalうzation

industries to

Capital ReglOn

(b) Speedy and

Comprehensive

｢eglOnS

(NCR);

effective

speclfうc

llsted up

sound links

access to

farmers and

objectlves for

ln the Plan:

1ncluding the dlspersal of

outside of the National

lmplementatlon of the

A9rarlan Reform Program (CARP);

(c) Rehabilltation and sustainable utl11zatうon of the

count｢y's natu｢al ｢esou｢ces;

(d) Modernうzatうon of the

technology upg｢adln9;

(e) Economic empowermerlt

employe｢s as pa｢tne｢s

production sectors through

and

of men and women workers and

in the deve一opment process.

Gross value added (GVA) of the agrlcultural sector shall

grovlannually at an average of4.0% Over the P一an period,

wlth a r･1slng trend. The Plan alms at self-suffうclency

of paddy and corn at the level of 12 mll11on tons and 7

millうon tons respectlvely by 1997/98.

5.5 Medium一丁ermAgricultural Deve一opment_Plan: Key Product7'on

Areas and Programs. For the achlevement of the Plan7s

objectlves and targets, the DA prepares the Key

Productlon Areas and Programs under the Medium-Term

A9rlcultural Deve一opment p一an. The approach ln the Key

Production Areas and Programs identifies certain prior7Lty

areas which are best sulted for speclfic products based



on the agro-climatic sultablllty and the availablllty of

markets, and wou一d ensure the efflclent utlllzatlon of

scare resources. Government support would then be

focused in these priority areas in order to remove the

bott一enecks that lmpede competitlveness ln the productlon

and to realize the best returns on the farmers'

inve.stment. DA envisions that rlce and corn cou一d

intensively be produced うn around 1.2 mlllうon hectares

and 0.7 mil11on hectares respectlvely ldentlfied as best

suited for the production. Around 1.8 mil11on hectares

as best
suited

for pasture could be used for 一ivestock

ralslng and 1,3 ml11うon hectares for cash and commerclal

C｢OPS.

Rice Key Grain Areas ln 1.2 mi111on hectares of lrrlgated

rice land

Pangaslnan

Areas うn

p｢○vlnces

Production

1993/94 to

are located in the 34 provlnces including

Provlnce as shown ln Table 1. Corn Key Graうn

0.7 m‾=1うon hectares are identl･Fied うn 17

includlng Cama｢1nes Sur Provlnce. The Gralns

Enhancement･Program (GPEP) for the period

て997/98 will be provided to these Key Graイn

Areas in order to:

(a) 1ncrease and sustain rlce and corn productlon at

levels
required to meet the country's need;

(b) stabilize the prices at leve一s equltable
to both

p｢oduce｢s and consumers; and

(c) ensure the productlvlty and profltablllty of rlce

and cor-n farmjng over the long term.

The P｢o9｢am COVe｢S:

(a)

(b)

rice and corn seed subsidy;

1ncreased ferti lizer usage through lowe｢lng

fertilうzer prlces and promoting the use of organic

fertlllzer;



(c) infrastructure (irrlgation, post-harvest, and

t｢anspo｢tatうon) support;

(d) market and づnformatlon support;I

(e) technology and tralning support; an'd

(f) financial support.

The paddy yleld wlll be increased from 3･5 tons/hectare

in 1993/94 to 5.0 tons/hectare ln 1997/98 and corn yleld

be from 3.25 tons/hectare to 5 tons/hectare･

Key Cash/Commercial Crop Areas or KCCAs in て･3 mi77ion

hectares for frult trees and lndustrlal crops lncluding

cassava, cotton, and caster bean are ldentlfled ln 37

provinces including Negros Orienta一 Provlnce･ KCCAs are

now marglnally planted rlce and corn or extenslvely

producing those commercial crops. There 7's also a high

potentlality to integrate llvestock ralslng and dairy

production ln the KCCAs. The Frult Development Plan

durlng the Plan period covers:

(a) fruit growers' participation in

planning, 1mplementation, and

government programs on f｢ults;

(b) 1nCreaSe ln

infrastructure

(c)
-
reforms in the

growers better

(d) measures to

po1 7'cy-making,

monitorlng of

government investments in basic

and servlces;

rural flnancial system

access to credlt;

1nclude more prudent

utllうzatlon, and conservation of

｢esou｢ces; and

to 91Ve f｢uうt

mana9ement,

agr-lcultural

(e) reforms in shipplng and port manage叩ent POlicies･

The p一an targets annual production lncrements of 4･9%,

4.7%, and 5･0% for banana, mangoes and calamansl

(cうtrus), respectively.



5.5 Status of DA's support services for Key Production Areas

and Programs･ After_ the lmplementatlon of Local

Government Code, authorlties for agrうcultural extenslon,

planning and monitorlng actlvltles wlthln the provinces

and municipalities have been transfered to the respectlve

admlnlstrative unlts together

staffs. This admlnlstratうve

confuslon both in the provうnclal

speclfically on:

with the DA's former

transition leads to

and munlcIPal levels,

(a) All of DA's provincial and municipal staffs could

not be smooth一y t｢ansfe｢ed to the loca1 90Ve｢nment

unlts whうch

emp一oyment.

especially ln

debased;

have not sufflcient budgets for

Agricu7tura7 support serv7'ces,

the budget deflclt areas would be

(b) 工t ls observed

directlons, and

some provinces

that the agricultural

priority projects and

dlffer from the DA's

planned deve一opments;

(c) Selectlon of prlorlty projects

deve一opment

programs ln

on-golng or

and budget

allocatlon in thelPrOVlncial and munlcIPal levels

are easily influenced by the governors and mayors.

There are much room to en一arge politlcal execution

of the projects beside the

needs; and

(d) Admlnlstrative procedures

90Ve｢nmentS and DA for

implementation, monitor7'ng

Local Government Code are

estab11shed.

local potentiallty and

between the local

agricultural p一anning,

and eva7ua-Lcion aft白r the

Just lnltiated and not

In addltion to the above confusion, the maJOrlty of past

agricultural development projects have been separately

implemented for a speclflc support servlce ltem, i.e.

extension of lmproved production technologleS, rural

infrastructure development such as irrlgat7'on and feeder

roads, post-harvest and marketing development,



farmer-organlzatlon set-up, rural credlt services, etc.

without effectlve coordlnatlon among them. The farmer

beneficiaries and their organjzatjons have been affected

by and confused wうth the complうcated programs and

projects Separately done by the agencies whlch are not

llmited ln the DA's agencies. These government

development approach wastes tlme andp resources, and more

seriously loses the beneflciarjes' trust ln the

90Ve｢nment.

The DA is now urgent一y.requlred to create more lntegrated

support se｢vlce systems and p｢og｢ams unde｢ close

coordlnatlon among DA's support agencies. For the

lmplementation of Key Productlon Areas and Programs, DA

has
establlshed the National Management Committee (NMC)

to provide the directions in the formulatlon of the

necessary policies, thrusts and strategleS, and ln

○vera11 1mplement.ation of the programs.

slx technlcal support commlttees and

support commlttees are established. At

a Regional Coordinating Committee (RCC)

Unde｢ the NMC,

th｢ee p｢og｢am

the fleld level,

headed by the DA

ReglOnal Director for reglOn, a Provinclal Actlon

Committee 一ed by the Provlnclal Governor for pro>1nce,

and a Munlclpal Implementing cornr〔ittee chaired by the

MunlcIPal Mayor for municIPallty are organlzed.

The Key Production Area and Programs are Just lnitiated

after the a:onsultatlon wlth the loca一 government unlts.

The following issues for the effectl've lmplementatlon of

Key Productlon Area and Programs are stlll remained:

(a) Preparatlon of well-organlzed lnformation to select

proJeCt Sltes in the Key Productlon Areas at the

field 7evel;

10



(b) Formulatlon of integrated plans and projects
in the

Key P｢oductlon Areas based on the local ｢esou｢ces

J
and needs;

(c) Formulatlon of concrete procedures for the project
implementatlon, monltoring and evaluatlon;

(d) Organization set-up for close coordlnatlon wlth the

related agencies and local admlnうstratlve units;

(e) organizatlon set-up for partlclpatlon of far･mer

beneficうaries; and

(f) Creatlon of development fund allocatlon and

revolving systems.

06. NECESSITY OF THE PLAN

The ro一e of the local government unlts for agrlcultural

development is enlarged after the Local Gover.nment Code, while

their exper7'ences and sk=7s for agrづcu7tural deve一opment are

short. The DA should transfer the support servうce

technologleS tO the 一ocal government unlts. In addltlon,

administratlon systems for findlng va一uation of loca一

resources and needs, formu一ation of approprlate programs and

projects, P｢OPer budョet allocatlon, smooth

the projects, mOnitoring and evaluation

wlthln the loca一 government unlts and with

shou一d be urgent一y establlshed.

1mplementation of

actlvlties, etc.

DA adminlstration

Rural deve一opment projects uSually focus a specific

deve一opment item such as lrrlgatlon, post-harvest facllltles,

or feeder roads. Development scenarlo and components are

selected or decided according･ to a fields of lead

lmplementatlon agency, not based on the local resources and

needs. Integrated deve一opment project,S CO>erlng multlple

aspects have been also formulated. It is well recognlzed ln

general that integrated agricu一tural development coverlng from

production to marketing aspects will be a most effective

approach to rea一 lze hea一thy and attractlve rural

11



socio-economy. Whlle the followlng issues arise through the

implementation:

(a) project costs tend to allocate heavlly to intenslve

infrastructure development,

deve一opment. To ensure the

scare resources, the project

shou一d be a一located p｢ope｢1y

crうterla such as number of

partうcIPatlon to the project,

especially
to irrlgation

effイcient ut7'7ization of

cost amon9 the components

based on the evaluatlon

beneficiaries, farmers'

and dist,rlbutうon of the

proJeCt beneflts ln additlon to the project feaslbility･

(b) The lntegrated development
projects

cover the multlple

aspects. whlle the project COmPOnentS are lmplemented

separately by the respective agenclesI Coordlnatlon

among the agencies concerned うs usually うnsufflcient,

hence. the prospectlve deve一opment effects are reduced o｢

1nvestment うs wasting.

(c) The formulatlon of instltutlonal development for farmer

organizatlon, technology extension, operatlon and

malntenance of the facllltles, and financia一 assistance

ln the lntegrated deve一opment p一an are too general

compared wlth the lnf｢astructure components･

Implementation of lnstltutlonal programs and projects are

left behind the lnfrast'ructure deve一opment.

(d) After the construction of project facilうtles, the

problems for operation and malntenance of the facilltles

newly arise and the addltional government support ls

requlred. Selトre11ance concept shou一d be lncluded ln

the project formulatlon.

For the effective lmplementatlon of DA's Key productlon Areas

and Programs under c一ose coordinatlon wlth the loca一

government units, prototype工ntegrated Productイon to Marketing

projects for rlce, corn and commerclal crops are urgent一y

formu一ated. These deve一opment survey methodologleS and the

plans wlll be valuable in order to institutlonallze the

slmllar deve一opment activitles for the 一ocal government units

as we一l as to expand the projects ln other areas･ It appears

that the country encounters some difflcultles ln executing

12



such development
studies due to lnadequacy of government

resources and exうsting fragmented efforts. The Government,
J

therefore, would like to request the Government of Japan to

extend the technlcal asslstance for making feasibllity studies

for some selected areas and flelds.

07. PROPOSED APPROARCH AND METHODOLOGY

The Study will be conducted in two (2) Phases:

7･1 Phase I will involve a general review and assessment of

the Key Production Areas and Programs in the objective

three provlnces ; Pangasinan, Camarlnes Sur (1f there is

no peace and order problems), and Negros Orlental, and

the government rura一 productlon to marketing support

services for
rice, corn and commercia7 crop based Key

Productlon Areas. The assessment LNill cover the present

crop production, storage, processing and marketlng

sltuation includlng the identlfication of maJO｢

constraints and development potentlals, especlally for

marketing improvement. These h′i77 include
a revづew of

existlng policles and re一ated st,udies and projects,

present state-of arts on productlon, storage, processlng

and marketing, government marketlng support servlces, and

producers' and consumers' marketing activlties.

The revlev) and assessment shall lead to the formulation

of Baslc Plan for integrated production to marketing

lrnp｢○vement by the three types of fa･rming syst,em based on

rice, corn, and commercia一 crops, and the dlrection of

government integrated production to marketing support

service systems to promote the Key Productlon Areas and

P｢og｢ams.
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The Basic p一an will contaln the followings:

(a) The proposed policy measures to address

support servICe Systems unde｢ the

coordlnatlon with local government

(b) Deve7opment strategies designed to

the p一an and these wll1 1nclude

increase public sector investment

requlred

close

unlts;

operational ize

st｢ategleS tO

in the rural

areas as well as farmer groups' investment based

on se一f-rellance deve一opment concept;

(c) Farmlng system based development requi｢ements ‾in

terms of productlon, handllng, processlng, storage,

marketing, organization, and government support

services; and

(d) Proposed pr-ogram, proJeCtS and jnstうtutjona7

support mechanism.

7.2 Phase
_II
wll1 1nvolve the preparation of feaslblllty

studles for the ldentifled prうority and prototype model

programs and projects for the rうce, corn and commerclal

crop based Key Productlon Areas in the respective

provlnces. The.criterl.a for selecting and prlorltlzing

sha71 be estab一ished.

08. PROPOS∈D SCOPE OF WORK

The scope of work for the two (2) Phased are as follows:

8.1 Phase I : Integrated Production to Marketing Development

Survey and Formulation of Basic Plan for the

lmp｢ovement

(a) collection of the following data and lnformat,ion

related to productlon to marketing for rice, corn,

and commerclal crop based Key Production Are早s ln

the respectlve provlnces and/o｢ area of concern:

14



natural environment regarding cllmate,

topography and soi一 to clarlfy agrうcultural

productlon and post-harvest conditlon;

farming systems and productivity;

commodlty-speclfic production, post-harvest

and marketing activities;

production, post-harvest and marketing costs;

farmers' organizatlon (cooperative) and their

pr･oductlon to marketing activities;

inventory of production, post-harvest &

marketlng facllitles; and

government production to marketing support

servlces coverlng research and development,

training and extension, rural infrastructure

development, organizatlon set-up, credit

supply, e上c.

(b) Assessment of productlon to marketlng sltuatうon

f｢om:

crop/lうvestock productivlty and farming

systems under the different production

facilities and accesslblllty to the markets;

irrlgation potential 1ty, water resources

deve一opment methods and costs;

mode of trahsportatlon, transportation losses

and costs;

demand and supp一y aspect by sty一e and grade of

commodities;

technica一 aspect on productlon, post-harvest,

processing, storage and transportation

activities;

flnanclal aspect on lnvestment, operatうon and

maintenance cost, marketing cost, interest,

e上c.; and

jnstうtutional aspect on farmer producers,

p｢ocesso｢s, t｢ade｢s, consumers, and 90Vernment

support agencies.

(c) Identification of development directions for rlce,

corn, and commerclal crop based Key Productlon

Areas to improve production, agro-processing and

marketlng activlties covering:

production facilltうes (small water lmpounding,

tube well, soil conservatlon measures, farm

roads, e上c.);

15



farm machinery (tractor, sprayer for- insect

and pest control, harvesting and threshing

machlnes, etc.);

market development ｢oads to

agro-processlng facllitles and markets;

access

agro-processing and marketlng facl i 1tles

(dryうng, storage, processing, packin9 and

transportatlon facllitles);

farmers' organlzatlon (water users
'

assoclatlons, primary and multトpurpose

cooperatlves and thelr federatlons);

support servICe facillties (rural

1nfrastructure improvement, technology

extension, credit supply, etc.); and

other required うmprovement.

(d) Formulatlon of a Baslc Plan fo｢ Int,egrated

Production to Marketing Improvement covering:

proposed po1 1cy measures and ｢elated

recommendatjons;

deve一opment targets and st｢ategleS for

1ntegrated production to marketing lmprovement

based on the DA's Key P｢oductlon Areas and

P｢o9ramS;

1nternal and external linkages with

particlpatlng･ agencies / offlces and local

government unうts,.

formu一ation and classificatlon of sub-projects

/programs for the objective provinces by scale

and type of the lnvestment, and for government

agencles;

settlng-up the "typical
lnOdel plans‖ for

lntegrated production to marketing lmprovement

based on rice, corn and commercia7 crop based

farmlng systems taking crop diversification

and production multlpllcation into

conslderation,･

strengthening p一ans for DA's support service

functions on production to marketing;

settlng-up the organlzatlonal strengthenlng

plan as institutional plans for DA's related

agencles;

development programs for 10 year.s coverlng the

above plans including government support

services; and

16



financial requir･ement for the development

P｢09｢amS･

1

8.2 Phase II: Feasibillty Studies on Representative Projects

and Programs for Rうce, Corn and Commercial

crop Based Key Production Areas

(a) Estab11shment and formu一ation of a set

for selecting and screening programs

identifled in a Basic Plan for

production to Marketing Improvement.

of criteria

and projects

工nteg｢ated

(b) Selection of high priority and repr-esentative model

projects/programs to estab1 1sh lntegrated

productうon to marketi.ng lmprovement approach･

(c) Feasibili.ty studies on
I

representat7've model

projects / programs covering:

rlce based Key Productlon Area development うn

Pangasinan Province;

corn based Key Productうon Area development ln

camarines Sur Provlnce;

commercia7 crop based Key Production Area

development in Negros Oriental -Provlnce; and

strengthenlng･ plans for DA's support servlce

functions on the integrated production to

marketing development projects.

09. ∈XP∈CTED OUTPUT

The followings are expected outputs by the Integrated

productlon to Marketing Development Project for Selected Key

Productlon Areas:

(a) Assessment of productlon to marketing sltuatlon うn the

selected Key Production Areas by the respectlve rlce,

corn and commercia7 crops,I

(b) Baslc `plan for Integrated Productlon to Marketing

lmprovement in the selected Key Productlon Areas whlch

うncludes:
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development targets and st｢ate91eS;

internal and extemal organlzatlona1 1inkages;

sub-pr･ojects/programs
by scale and type of the

lnvestment;

typICal model p一ans for lntegrated productlon
to

marketing lmprovement;

strengthening plans for DA's support service

functlons;

organlzatlonal strengt,henlng p一an as lnstltutional

plans for DA's related agencies;

development pr-o9ramS for 10 yea｢s; and

flnanclal requirement
for the development programs･

(c) Feaslbility studles on representatlve model

projects/programs coverlng:

rlce based Key Productlon Area deve一opment ln

Pangasinan Provlnce;

corn based Key Production Area development ln

Camarlnes Sur Provlnce;

commerclal crop based Key Productlon A'rea

de＼′elopment in Negros Oriental Provlnce; and

strengthenlng plans for DA's support servIce

functlons on the lntegrated prodリCtlon to marketlng

deve一opment projects.

10. EXPERTISE INPUT

The followlng experts and englneerS Wlll be required
for

executln9 the study:

a

b

C

d

e

千

g

h

1

J

Rura一 deve一opment planne｢

A9｢OnOmlst

Post-har＼′est speciallst

Irrlgation englneer

Road englnee｢

Geology and ground water speclalist

Facillty deslgn englneer

Agro-economist

Project organlzatlon / Instltutional expert,

Project Economist
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ll. STUDY SCHEDULE

IThe
study sha一l be carried out for a duratlon of 13.5 months

after its commencement and be divlded into the followlng

phases:

11.1 Phase I: Integrated Production t,o Marketlng Deve一opment

Survey and Formulation'of Basic Plan for the

lmpro>ement (4.5 months)

ll.2 Phase I工: Feaslbillty Studles on Representatうve Projects

and Programs for RIce, Corn and Commerclal

Crop Based Key Productlon Areas (9 months)

12. REPORT TO BE PREPARED

The■ fo11owlng reports sha一l be prepared ln the course of the

Study wlthin the period specified below:

(a) Plan of Operation

(b) Progress Report

(c) pro9reSS Report II

(d) Interlm Report

(e) Draft Final F?eport

(千) Flnal Report

not 一ater than one month from

commencement of the Study

not 一ater than three and a ha一f

(3･5) months from
commencem?nt

of the Study

not っater than four and a ha一f

(4.5) months from commencement

of the Study

not later than n‾1ne (9) months

from commencement of the Study

not later 七han ll months from

commencement of the Study

not っater than 13.5 months from

commencement of the Study
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13. RESPONS工B工L工TY OF THE GOVERNMENT

JThe DA shall, at its own expense, provlde the Study Team with

the follovJlng, if necessary, in cooperation with other

agencles concerned:

(a)

(b)

(c)

(d)

avallable data and information related to the Study;

COunte｢Pa｢t Pe｢SOnnel ;

suitable office space with necessary equlPment 71n Metro

Manlla; and

credentials or identiflcation cards to t,he member of the

Study Team.

Whenever necessary, the DA shall make arrangements with other

concerned agencies, at its own expense, ln order to:

(a)

(b)

secure the

permit the

sojourn ln

ass19nment

safety of the Study Team;

member of the Study Team to enter,

the PhillpplneS for the duration

therein;

一eave and

of their

(c) exempt the member of the Study Team from taxes, dutles,

fees and other charges of equipment, machinery and other

materlals to be brought lnto the PhilipplneS for conduct

of the Study;

(d) exempt the member of the Study Team from income tax and

charges of any kind lmposed on or ln connection wlth any

ernolument or allowance pald to the member of

Team for his/her services' in connectうon

lmplementatlon of the Study;

(e) provide necessary facilitles to the member of

Team for remlttance as well as utilization of

brought into the Philippines from Japan ln

with the implementation of the Study;

the Study

with the

the Study

the funds

connectlon

(f) secure permlssion for entry into prlvate properties or

｢est｢1cted areas for the conduct of the Study;

(g) secure permission to take all data and documents

(lncluding photographs) re一ated to the Study out of the

PhllipplneS tO Japan by the Study Team; and

(h) provlde medical services as needed and expenses for such

wlll be chargeable against the member of the Study Team.
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Table - 1 LIST OF KEY PRODUCTION AREAS FOR

MEDIUMITERM AGRICUI:TURAL DEVI正一OPMENT PLAN (1/2)

(1)Rice Key G柑i皿Areas (34 Provinces / 1･2miuon ha)

A egion ProviJIC e

Ⅵ Aklan

A血qtl e

lloilo

Negros Occidental

R egioLL ProviJICe

CAR Kaling a-Apayao

ⅠⅠ

ⅠⅠⅠ

Ⅳ

Ilocos Norte

Pa皿g血

C ag野an
lsab ela

NtleVa Vizcaya

B ataan

B山acan

NⅦeマa Edja
P礼mp anga
T a亡1ac

Lagtlna

Orien払I Mi皿doro

Occide血Mj皿doro

qⅦezo皿

Alb aァ
Cmie; StLr

Sors ogon

ⅥⅠ

ⅥⅠⅠ

ⅠⅩ

ⅩⅠ

ⅩⅠⅠ

a o血ol

Bi血血

L甲te

Zanboanga del Stu

B血d皿On

Davao del Norte

Davao dd SⅦr

SotLth Cotabato

St)rigao del Sur

Magqind anao

North Cotabato

Stlltin Kudarat

(2)Com Key Gr由皿Areas (17 Prowices, 700,000 ha)

Provinc ea

IX Zanb oanga del Norte

Zanboanga del Stir

X Bqkidnon

XI South Cotabato

S arang ani

XII North Cotab ato

St71tan X I)darat

R
egion

Provinc e

I P弧富 aSiLLan

ⅠⅠ

ⅠⅠⅠ

Ⅳ

Cag野弧

Isab CIA

Pa皿Pang a

T a亡1ac

B atang as

Alb aァ
C乱mZLriAeS Stlr ARMM Lanao del Stir

M aguind anao



Table - 1 LIST OF KEY PRODUCTION AREAS FOR

MEDIUM-TERM AGRICUmAL D EVELOPMENT PLAN (2/2)

(3) Key Livestock and Cash/Co皿皿erCial Crops Areas

(37 ProviJICeS / Livestock (1.8皿i11ionha, Cash Crops (1･3minion ha))
rOVlnCeeglOn eglOn rOVlnC e

CAR

ⅠⅠ

ⅠⅠⅠ

Ⅳ

Mt. Proマi皿Ce

llocos Norte

Ilocos Stu

Pang asinan

Cat ay弧
Isab ela

B a亡aa皿

B甘1acan

Nueva Ecija
Pampang a

Tarl ac

B aLang aS

Cavite

Lagqna

Palaw an

QtleZOn
Rizal

Albay

Ma5b ate

Sops ogon

Ⅵ

ⅥⅠ

ⅤⅠⅠⅠ

ⅠⅩ

ⅩⅠ

ⅩⅠⅠ

Akl all

C apiz

Iloilo

Negros Occidental

Bo血ol

Cebu

NqErOS Oriental

L eyte
Sa皿ar

Zamb oaLnga del Norte

ZaLnboalnga del StLr

B血d皿On

Mis乱mis Od斑旺al

Davao del Norte

Davao del Stlr

South Cotabato

StlltBLn Kudarat

(4) Key Fisheries Develop皿班亡 Areas (12 bays /27 provinces, 173,00 ha)
Proマi皿C e

Alb ay
C瓜乱皿dtlaJleS

Canarines Norte

Canari皿eS Sロr

Mash ate

Aklan

Antiqt)e

Capiz

G甘i皿araS

noilo

Negros Occidental

a asih

Zamboanga del Norte

Zamboanga del Sur

RegionrOVmCeeglOn

III

Ⅳ

M弧ila Bay

Calat)ag 缶acy

T野abas bay

La U血o皿

Pangasinan

8Ⅶ1aca皿

Nt)eva Edja
Pa皿p弧g a

Zamb ales

B atzLngaS

M arindtlqtle

OccideJItal Mj皿doro

Oriental Mindoro

Palaw an

QtzezoLI

Ronb Ion

Rag野Gtllf

Lagonoy Gtllf

SaLn Migtlel Bay

Ⅵ

ⅠⅩ

Sorsogo皿B野 Ornoc B野

Carigara Bay Sogod Bay

SEA Pedro Bay Pangd Bay



Figqre I PROPOSEI) WORK SCt[EDULE

ImEGRATED PRODUCTION AND MARKETING D EVELOPMENr PROJECT

FOR SELECTED KEY PRODUCrION AREAS - IPMDP

DESCRIPTION 1 2 3 I 5 6 ? 8 9 10 ll 12 13 ll

l･PreparaoryWork

2.PHASE-1:Ⅰ皿喝ratedProdt)ctiontoM虻keting
DevelopmeJltSt)rveyaJld

FormtllaEionofBasicPlanford)eI皿prOVement

(1)Dat&Co11ectionandSitelnvestigatioJ1

(2)AssessJneLltOfPro血ctiontoMarketingSitt)aLion

(3)IdendficadoJIOfDevelopmeJltDiredons

(4)ForJ71t)1ationofBasicPlanforIJltegrdedProdtlCtioJltO
MaL-ke血gI皿PrOVe皿ent

:･:･:I: ･:■;･:･;

I:

I

･;I;･:･:

:･:･

3.PllASE-2:Feasibil祉アStudiesoJIRepreseJltahveProjects
aJldProgransforRice.Com弧dCom皿erCial
CropBasedKeyProdtlCtionAreas

(1)SelectionofH短hPriorityaJldRepresenta丘veProjects
andPrograns

(2)SiteSt)rveyaJldDataCo11ec丘onforFeasibilityStudies

(3)ForLnt11atio皿OfFeasibilitァSttldicsoLl也eR甲reSe血ative

ModelProjectsandProgra血S

:;::

:!i書:!:!;書;;:;:;;;:i:!;;:≡:≡:;i;i;i;i;

I;

4･Reportstobeprepared

(l)Pla皿OfOper血on

(2)ProgressR甲OrtNo･1&Nol

(3)1瓜由皿R甲OrL

(4)DraftFinalReport

(5)FinalReport

▲

▲ ▲

▲

Work in Philipp仙eS ⊂=====コ Work in Japan



添付資料-2 調査団長の経歴

調査団長経歴

山本裕司

昭和9年3月26日生

昭和35年3月

昭和35年4月一昭和36年6月

昭和38年7月一昭和51年11月

昭和51年12月一昭和52年3月

昭和52年4月一昭和58年3月

昭和58年4月一昭和63年1月

昭和63年3月一平成2年4月

平成2年5月一平成3年6月

平成3年7月一平成5年6月

平成5年7月一現在

主な海外業務実績

案件名 対象国

バルク蓮故計画

ウオノギリ藩耽河川改修計画

アブガサバ藩政計画

アサハン川下流開発計画

ランケメ藩政計画

バサック河上乾性規模潅概計画

ウオノギリ藩政計画

ランケメ藩政計画

モデル農村開発計画Ⅱ調査

カノー平野潅概開発計画

京都大学農学部農業工学科卒

日本農業土木コンサルタント技術部技師

日本技術開発(秩)課長

JICAコロンボプラン専門家

日本工営(秩)農業水利部

ソロ開発事務所 所長

南スラウェシ開発事務所

農業開発事業部副事業部長

第三事業部長

大阪支店 所長

従事期間

アフガニスタン

インドネシア

スーダン

インドネシア

インドネシア

タイ

インドネシア

インドネシア

バングラデシュ

ケニア

クリグラム南部蓮耽排水計画調査

バングラデシュ

次長､部長

所長

兼農村地域開発部部長

担当業務

昭和49年5月49年10月

昭和51年1月-51年10月

昭和52年5月-53年3月

昭和53年5月-53年7月

昭和55年7月･56年2月

昭和56年8月-58年1月

昭和58年4月J3年1月

昭和63年3月-平成2年5月

平成2年9月一平成3年12月

平成2年7月一平成3年8月

平成3年12月一平成5年1月

亜政排水計画

藩政排水計画

藩政排水計画(総括)

藩政排水計画(総括)

藩政排水計画(総括)

潅耽排水計画(総括)

設計･施工監理(総括)

設計･施工監理(籍括)

総合農村開発計画(総括)

藩政排水計画(絵括)

藩政排水計画(籍括)



調査工程表 添付資料-3 調査工程表

1.作物涜通および市場情報整備計画調査(A案件)
2.農業生産重点指定地区生産涜通捻合開発計画調査(B案件)

月/日/曜日

凍坂 河原 山本

I 4月27火 移動/成田-マニラ

農業省(DA)表敬打 ち合わせ

2 28水 食糧庁(NFA)､農業統計局(BAS)との会議

農業省政策計画局との会議

3 29木 移動/マニラーリンガエン/陸路(パンガシナン州)

バンガシナン州知事表敬

A案件に関する会議

B案件に関する会議

巷動/リンガエン_マニラ/陸路

4 30金 移動/マニラ-ドゥマゲテ/空路 農業生産重点指定地区関連資料収集

(ネグロ.ス･オリエンタル州)

B案件に関する会議
州政府にて資料収集

バンガシナン西部NFAにて資料収集

5 5月1土 環地調査(商品作物生産

重点地区調査)

移動/ドゥマゲテーマニラ/空路

現地調査(米生産重点指定地区調査)

移動/リンガエンーマニラ/陸路

6 2日 資料整理､打ち合わせ

7 3月 移動/マニラーカワヤン/空路 移動/マニラ-ムニオス/陸路

(イサベラ州) (メェバエシハ州)

A案件に関する会議 稲作研究所PhilRice),

イサベラ州知事表敬 収穫後処理研究所にて資料収集

8 4火 NFA地方事務所にて資料収集 NFA地方事務所(カバナツアン)にて

サンチャゴ農協にて聴き取り夢査
NFA-JICA収穫後処理施設調査

移動/カワヤン-/陸路

資料収集およぴA案件に関する会議

9 5水 移動/-カバナツアン/陸路

(ヌエバエシハ州)

ムニオスにて農協によるNFA施設利用に関する調査
NFA-JICA収穫後処理施設調査

移動/カバナツアンーマニラ/陸路

10 6木 農業省にて生産重点指定地区および計画に関する資料収集 移動/虎EB-マニラ

収集資料の資料整理
調査EZ]内打ち合わせ

ll 7金 移動/マニラーナガ/空路 農業省佐分利専門家表敬

(南カマリネス州) 国家漫概庁石田専門家表敬

B案件に関する会議

現地調査(トウモロコシ生産

重点地区調査)

農地改革省八木専門家表敬

12 8土 移動/ナガ-マニラ/空路 現地調査(東ネグロス州重点地区調査)

移動/マニラーリンガエン/陸路(バンガシナン州

現地調査(米､トウモロコシ､畜産生産重点指定地区調査)
移動/リンガエンーマニラ/陸路

13 9日 収集資料の峯理

14 10月 農業省との打ち合わせ

農業省Dr.FeT71ades次官表敬(政策計画担当)

会議資料の作成

15 11火 農業省､NFA､BASとのA､B案件の開発調査項目につき協議

関係機関からの資料収集
大使儲松田一等書記官へ調査結果の報告

16 12水

移動/マニラークアラランプ-ル

(喪坂)

JICAフィリピン事務所へ報告

移動/マニラ一成田(山本)



添付資料-4 面会者リスト

主 な 面談者

本部Ⅰ.農 業 省/ DeT)artmentOfAgricultun

Carlos A. Femandes

Roberto G. Vina

Arsemio nさAsis For丘n

Cedlia Q. Ast山a

Fernando D. Flores

Isidro Reyes

Rogel A. Macalintal

U ndersecretary

Division Chief

Division Chief

S taff

S taff

S taff

S taff

II.食糧庁/ Nationa F∝山Authority ( 本局

Gregorio Y. TanJr.

h R. Bascos

Ma. Fioretta Estoperez

M証e Romualdez

Assistant Administrator

Director

S taff

S taff

III.農業統計局/ Bureau of AgriculturalStatistics

Policy and Pla皿mg

Plannlngand Momitorlng

SeⅣice(PMS)
Regional0peradonsand

Monitoring(帆MP)
IntemadonalAgricultural

Development Cooperation

Coordnadon O】阻ce(IADCO)

PMS

PMS

ROMP

Department of Corporate

Planning (DCP)

DCP

Department of Extension

本局)

Romeo Recide

αlestino Olalo

Ma. Celeste Molina

Cristina Parado

IVノマンガシナン州

Aguedo Ferrer Agbayani

Rogelio Signey

Melecio Siapno

Juan Mundin

Luis Jay Gavin

Benedicto Perez

Anotea Catolong

FilipeDarang

Benjamine Q. Catabay

Helsy S. Bemudes

Director

Division Chief

Divesion Chief

StadsticianII

G overnor

Director

ProvincialAgricultt)rat 0ffiw

S taff

S taff

S upervising Agriculturis(

Senior Agriculturist

ProvincialManager

Senior Grains Operadon OfrlCer

(SGOO)

Provincial hTigahon O缶cer -

Crops, 1ivest∝k, Poultry aJld

Fishedes Division

AgriculturalMarketing Statistics

Analysis Division (AMSÅD)

Planning Division

PangasinanProvince

Region I , Department of
Agriculture

DA, Pangasinan

DA, Pangasinana

DA, Pangasinan

Office of Govemor

O氏ce of Govemor

NFA - Eastem Pangasinan

NFA - Eastem PaJlgaSinan

NIA



Ⅴ.イサベラ州

Ron. Benjamin de Gu2maJI Dy

Domingo B. Mavaligog

Nらl Sebastian

Emique D･ Baliang

Danilo Pastrana

Carlito G. Co

Federico M. Salanga

vI.ヌエバエシハ州

Hon. E触n L.Alvarez

Cecilia E. Tagulam

伽山na 0. Cara

Winiam V. Balbin

Pacita S. Ma払pagal

Richard V. Solo

m妃r S. Abundo

Eliseo Padilla

vⅡ.南カマリネス州

Fe D. Laysa

Fe血tN=rtO T. Vnlegas

vⅡⅠ.東ネグロス州

Emi止o-Macias Ⅱ

uuardo E. Pedresa

Gdlarmina S. Tayko

Angelina L. Bondad

N.Y.Am

Memito P. Aqui, Jr.

C. P. Ferma

Ⅸ.日本政府関係者

松田祐吾

佐分利重隆

長岡 明

石田武士

Cove nor

Assistant RegionalDirector

Senior Agriculturist

Deputy Regional Director

ProvincialManager

Rental0peradon

Provincial Agri. Statistic Officer

Mayer

Senior Grains Operadon OFICer

(SGOO)

SGOO

hformation Officer

StatisdcianI

Of8cer

Agricu)tural Technologist

Agricultural TechnologlSt

Director

Assistant Regional Director

Govemor

Dep机Ilent Head

Senior Agriculturist

Aquacul血st Ⅱ

Coordinator

Provincial Government Assistant

Aquaculturist II

一等書記官
専門家

専門家

専門家

Isabela Province

Region II, DA

Region II, DA

Region II, NFA

Isabela Province, NFA

Region II, NfA

Isabela Province, BAS

Munos, Nuevaむija
Region III, NFA

Region III, NfA

Nueva Ecija,NFA

Nueva Ecija,BAS

Nueva Ecija,BAS

Munos Municipality

Munos Municipality

Region V, DA

Region V, DA

Negross O血ntal打ovince

Negross Odentalftovince

PA Office, Dumaguette City

PA Office, Dumaguette City

DA - Regional0氏cc

DA I Dumaguette City

Dumaguette City

日本大使館

IADCCO,農業省

農業研究局,農業省

国家港概庁



添付資料-5 収集資料リスト

収集資料リスト

Ⅰ.作物流通および市場情報整備計画調査

1. NFA Six-YearPhn of Acdon 19931 1998 (For DiscLJSSioTl),NFA, 1992

2. Grains放ocurement Manualand Other Related Data, NFA, 1992

3･ Paddy PrKurementand Rice Distribudon by Province, NFA, 1991

4. Summary ofFixedAssets, NFA, 1992

5. NFA Wamhouse, Rice Mill, Drier, Radio Communication Facilides, 1992

6. L∝ation of Regionaland托ovincialOffices, NFA, 1992

7. Personnel Complement, NFA, 1992

8. Primer onthe NFA-JICA Post Harvest FacilityAssistance Program, NFA, 1987

9.打oposed ProjectSelf-Reliance (PSR) Siteper Type of McKlel and Descripdon of FOfsinthe

AI℃a

10. Primer, ProjectSelf-Reliance, DA, NFA, Land Bank of the Philippines (LBP)

ll. Progress Report on PSR, NFA, 1992

12･ Manualof Operations, Principles and Policies, PSR, Land Bank of the Philippines, 1992

13. PSRinDavao Del Norte, A Case Study (Main Report,Annex), DA, NFA, LBP

14. Evaluation of PSRfrom die Perspective of Farmers and Farmer Cooperatives, Raul Q･

Montemayor, 1993

15. ne Draft Report onthe ExtemalEnvironmentalAnalysis of the PSRinDavao Del Norte,

Nueva Ecijaand Tarlac, DA, 1993

16. The BAS Primer, BAS, 1991

17. Future Scope and Program, BAS, 1993

18. Ma血of Present Telecommunication Systems by Province and Type, BAS, 1993

19･ Draft Strategyand Action Planfor AGMARIS, BAS, 1993

20. Enumerator-s Manual fb∫the 戸alay and Co皿Production SuⅣey, BAS

21. Supervisor's Manual, Riceand Com Survey, BackyardLivestock and Poultry Survey, BAS,

1993

22. Enumerator's Manual, Riceand CornSurvey, Backyard Livestock and Poultry SuⅣey,

BAS,1993

24･ Tminlng Manual,Wholesale and Retail Price Monitonng, BAS, 1988

25. Farm Prices Survey, Manual of Operations, BAS, 1988

26. List of Newly Registered Cooperatives, Region I,II and III, Cooperative Development

Authority, 1992

27. NFA Region I資料一式

28. NFA Region II資料一式

29. NFA Region III資料一式

30. Agribusiness Investments Profile, Pangasinan, DA, 1993



Ⅱ.農業生産重点指定地区生産洗通捻合開発計画

1･ ne Philippine AgriculturalDevelopment Plan 1991-1995, DA, 1990

2･ Medium-Term AgriculturalDevelopment Plan; Ⅹey仙ucdon Areas aEld Programs, DA,

1993

3･ ne impact of RuralRoads on Agricultural仙uctivityand Farm Income, Center for

Researchand Communication, 1989

4･ AgriculturalStatistics and Profile, Pangasinan, Camarines Sur and Negros Odenta1

5.AnInvitation for Growth, Negros Oriental

6. Key AgriculturalDevelopment Area, Negros Oriental, 1993

7･ Key Agricultural Development Area on Exotic Fmit Pfduction and触essingthrough
Agro-Forestry, 1992

8･ MunicipalProfile, Ayungon, Manjuyod, Bindoy, 1992

9･ Grain Production Enhancement Program, Region I (Il∝os),1993

10.Key Production and Area Map, Pangasinan, 1993

1 1.Barangay Pro丘1e, Calsib, Sam Jose, Aquilar, Aquilar Municipality, Pangasinan, 1993

12.hdgadorl System Service Areaand lrrigated Area, Pangasinan, NIA, 1993

13.Post Harvest Facilities, Pangasinan, NFA, 1991

14.Palay; Area, Production aJld Yield by Municipality, Pangasinan, 199 1-92

15.Average Crop Area, Yield, Gross Income, Production Cost and Net Income of Seasonal

Crops by打ovince, Region V

16.Key Production and Area Map, Region V, 1993

17.Available Agricultural Support FacilitiesPns(itudonsby ProviTICe, Region V, 1993

18.hgation Profile, Camarines Sur, 1992

19.Small Water Impounding Pro)'ect, CamarirleS Sur, 1993

20.Inventory of Post HaⅣest Facilities, Camarines Sur, 1993

21.CcK)Peratives, Camarines Sur, Cooperadve Development Authority, 199 1



添付資料-6 現地写真集

農業生産重点指定地区生産流通鎗合開発計画調査

1)南カマリネス州

オカンポン君臣トウモロコシ生産地区

イサログ山南離山麓の

トウモロコシ生産地区/

雨期には農道が連行不能となる

トウモt)コシの収秩風景/

干魅の彪響で収量が不安定である

地区内の農象/

電化､上嫡鋤瀞号室備されていない



2)東ネグロス州

タヤサシ郡商品作物生産地区

F=∴

';.もc,_

_-gl
/5. I.

空軍

タヤサン郡の髄鞘臥/

山間丘陵地にはココナッツ,

果樹が親堵されている

海岸部から内陸部に入る村道/

雨期には通行不能となる儲所がある

丘陵傾斜地の畑地/

トウモロコシ,砂糖キビ､果樹

が栽培されICいる

土塊匠食による畑地の荒海が

観察きれる



タヤサン部商品作物生産地区

山蘭部の保金紙/

一部に焼き畑の痕跡

が嗣察される

都内のバザール//

過｢在国催されている

耳雫空
I-←

-
_ -卜｢ゴ■一叫ご

㌔+臥
〟i

還

I

TI

1
:

[.i-
't

メ

もi≠p

を

埠

(I..

t
■1.

}左

州都ドゥマゲテの青果物市場/

州内産の果樹売り場



作物洗通および市場流通整備計画調査

1)ヌエバエシハ州ムニオス都

穀物洗通自立計画(projectSelf-Reliance)対象農協

ムニオス単位農業協同組合連合会のNFAからの賃貸施設

壬ラー

Jl-----メ

倉建の鮒ヒのため

屋根の一部が堺れている

TLl

NA25,ら貸貸している
精米機､乾焼模造匿

触喰庫/

2即トン

精解晩/

1.0トン/時

_tlT1



2)イサベラ州サンチャゴ部

収穫後処理､貯蔵施設の支援プログラム

(NFAIJICA Post EarvBt FacilityAssistance hgam)による導入施設
ノ
=ー_ ≡:≡⊆=≡∃li==疋.｢二‾≡=== ｢

_____■■■■■■■l■■■■■■■;==∃

芦邑

転車
ト

Lt

･一

紅5日頓物食草/

29トン

椅聯

十
i

立

｢ー.

i:

蛋+

倉庫内戟

特利簸/

1βトン/時

t li.IE
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